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第第１１章章  参参考考資資料料  

１ 博多湾の諸元 

（１）地形  

① 海表面積、平均水深、海容量 

 

図 1 博多湾の地形と平均水面下水位（令和 3年度） 

 

表 1 博多湾の海表面積、平均水深、海容量（令和 3年度） 

 

 

注）端数処理のため、合計が合わない場合があります。 

※1 東部海域の括弧内は防波堤内（西防波堤および東防波堤で囲まれた範囲）を示しています。 
※2 海表面積は、平均水面高での面積です。 
※3 基本水準面とは、これより低くはならないと想定されるおよその潮位をいい、海図の水深 0m に相当します。 
※4 平均水面は、基本水準面＋1.10mです。  

海表面積※２

(km2) 平均水深(m) 海容量(×106m3) 平均水深(m) 海容量(×106m3)

29.0 5.7 160.8 6.6 192.5

(5.4) (8.34) (45.2) (9.44) (51.2)

中部海域 25.4 7.3 185.1 8.5 213.1

西部海域 71.6 12.0 860.0 13.1 938.8

その他海域 7.2 12.5 90.2 13.6 98.2

博多湾 133.2 9.7 1296.2 10.8 1442.5

海域
基本水準面＊下※３ 平均水面下※４

東部海域※１
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             注）端数処理のため、合計が合わない場合があります。 

図 2 海表面積、海容量の比較（令和 3年度） 

 

② 他地域との閉鎖度の比較 

 

出典：日本の閉鎖性海域環境ガイドブック（環境省）       

図 3 閉鎖度の比較  

平均水面

基本水準面

海表面積

平均水面下の水深・容量

基本水準面下の水深・容量

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※閉鎖度の算出法 

閉鎖度＝
1

2

S D
W D

･

･
 

S  ：当該海域の面積（km2） 

W ：当該海域と他の海域との境界線の長さ（km） 

1D ：当該海域の最深部の水深（m） 

2D ：当該海域と他の海域との境界における最深部の水深（m） 

1.78

1.52

1.13

2.04

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

東京湾 伊勢湾 瀬戸内海 博多湾

閉
鎖
度
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③ 土質分布 

 

     注）表層堆積物の土質を図示しています。 

海図「福岡湾」（平成 20 年 11 月、海上保安庁）をもとに作成 

図 4 博多湾の土質分布 
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             注）端数処理のため、合計が合わない場合があります。 

図 2 海表面積、海容量の比較（令和 3年度） 

 

② 他地域との閉鎖度の比較 

 

出典：日本の閉鎖性海域環境ガイドブック（環境省）       

図 3 閉鎖度の比較  
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W ：当該海域と他の海域との境界線の長さ（km） 

1D ：当該海域の最深部の水深（m） 

2D ：当該海域と他の海域との境界における最深部の水深（m） 
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④ 海岸線 

 

自然環境基礎調査（環境省）をもとに作成 

図 5 福岡市の海岸線（平成 10年） 

 

 

     注）現在の政令市に含まれる旧市町を全て集計した。 

自然環境基礎調査（環境省）をもとに作成 

図 6 政令指定都市における海岸線の割合の比較（平成 10年） 
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（２）気象 

 

注）５か年移動平均は前後２年を含む３年の平均値です。 

気象庁ホームページをもとに作成 

図 7 気温、降水量、日射量の経年変化（昭和 55年～令和 5年） 
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④ 海岸線 

 

自然環境基礎調査（環境省）をもとに作成 

図 5 福岡市の海岸線（平成 10年） 

 

 

     注）現在の政令市に含まれる旧市町を全て集計した。 

自然環境基礎調査（環境省）をもとに作成 

図 6 政令指定都市における海岸線の割合の比較（平成 10年） 
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（３）水象 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 8 博多湾の表層年平均水温（海面下 0.5ｍ）の推移 

昭和 55～平成 27年：日本海洋データセンターホームページ、 

平成 28～令和５年：海上保安庁第七管区海上保安本部海洋情報部ホームページをもとに作成 

図 9 博多験潮所における年平均潮位の推移 

 

  

図 10 博多湾の流向・流速 

（博多湾の潮流シミュレーション結果（令和元年度大潮期）） 

出典：令和５年度博多湾環境保全対策検討業務委託報告書（福岡市環境局）  
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（４）干潟・藻場 

 
自然環境保全基礎調査（環境省）をもとに作成 

図 11 干潟（左）と藻場（右）の面積の変遷 
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（３）水象 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 8 博多湾の表層年平均水温（海面下 0.5ｍ）の推移 

昭和 55～平成 27年：日本海洋データセンターホームページ、 

平成 28～令和５年：海上保安庁第七管区海上保安本部海洋情報部ホームページをもとに作成 

図 9 博多験潮所における年平均潮位の推移 

 

  

図 10 博多湾の流向・流速 

（博多湾の潮流シミュレーション結果（令和元年度大潮期）） 

出典：令和５年度博多湾環境保全対策検討業務委託報告書（福岡市環境局）  
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２ 博多湾流域の状況 

（１）流域面積と人口 

 
令和 2 年度国勢調査町丁・字等別集計（総務省統計局）をもとに作成 

図 12 博多湾流域の人口密度分布 

 

（２）地質 

20 万分の 1 日本シームレス地質図（産業総合技術研究所）をもとに作成        

図 13 博多湾流域の地質図  

690ｋ㎡ 222万人
東部海域 433ｋ㎡ 東部海域 153万人
中部海域 149ｋ㎡ 中部海域 56万人
西部海域 108ｋ㎡ 西部海域 13万人

流域面積 流域人口

資
料
編

資料 - 8



 

資料-9 

 

  

図
1
4 

博
多
湾
流
域
の
地
質
図
の
凡
例
 

 

資料-8 

 

２ 博多湾流域の状況 

（１）流域面積と人口 

 
令和 2 年度国勢調査町丁・字等別集計（総務省統計局）をもとに作成 

図 12 博多湾流域の人口密度分布 

 

（２）地質 

20 万分の 1 日本シームレス地質図（産業総合技術研究所）をもとに作成        

図 13 博多湾流域の地質図  

690ｋ㎡ 222万人
東部海域 433ｋ㎡ 東部海域 153万人
中部海域 149ｋ㎡ 中部海域 56万人
西部海域 108ｋ㎡ 西部海域 13万人

流域面積 流域人口
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（３）土地利用 

 

図 15 博多湾流域における土地利用の変遷 
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（４）産業構造 

 
注 1）博多湾流域の市町のうち、飯塚市、新宮町、吉野ヶ里町を除く 7 市 6町の集計を示します。 

福岡県統計年鑑（福岡県企画・地域振興部）をもとに作成      

図 16 博多湾流域市町村の産業構造の推移 
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（３）土地利用 

 

図 15 博多湾流域における土地利用の変遷 
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（５）農林業 

 

家畜飼養頭羽数（福岡県農林水産部）をもとに作成 

図 17 畜産頭数の推移 

 

 
福岡県の農林業（福岡県企画・地域振興部）をもとに作成 

図 18 農地面積の推移 

 

 
注 1）S45 年の福岡市の森林面積は、糟屋郡志賀町分 360ha および早良郡早良町分の 5,922ha を含みます。 

（志賀町の編入：昭和 46 年 4月 5 日、早良町の編入：昭和 50 年 3月 1 日） 

注 2）平成 22年 1月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているため、平成 17年度以前の糸島市は旧前原市

（旧前原町）と二丈町、志摩町を合算して集計しています。 

世界農林業センサス福岡県統計書（林業）（農林水産省統計情報部）、 

福岡県の農林業（福岡県企画・地域振興部）をもとに作成 

図 19 森林面積の推移  
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（６）下水道 

 

① 下水道の普及状況 

 
福岡県の下水道 令和 5 年度（福岡県建築都市部下水道課）、福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 20 博多湾へ流入する下水道の整備状況（令和 4年度末） 
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（５）農林業 

 

家畜飼養頭羽数（福岡県農林水産部）をもとに作成 

図 17 畜産頭数の推移 

 

 
福岡県の農林業（福岡県企画・地域振興部）をもとに作成 

図 18 農地面積の推移 

 

 
注 1）S45 年の福岡市の森林面積は、糟屋郡志賀町分 360ha および早良郡早良町分の 5,922ha を含みます。 

（志賀町の編入：昭和 46 年 4月 5 日、早良町の編入：昭和 50 年 3月 1 日） 

注 2）平成 22年 1月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているため、平成 17年度以前の糸島市は旧前原市

（旧前原町）と二丈町、志摩町を合算して集計しています。 

世界農林業センサス福岡県統計書（林業）（農林水産省統計情報部）、 

福岡県の農林業（福岡県企画・地域振興部）をもとに作成 

図 19 森林面積の推移  
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② 下水処理人口 

 

 

 

 
注）平成 22年 1月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているが、旧前原市のみを集計しています。 

国勢調査（総務省統計局）、福岡市の下水道（福岡市道路下水道局）、福岡県の下水道（福岡県）をもとに作成 

図 21 博多湾関連市町村における下水道普及状況の推移 
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③ 福岡市の水処理センターの放流水質 

 
福岡市道路下水道局ホームページをもとに作成  

図 22 福岡市の水処理センターの放流水質の推移（全センターの平均値） 

  

0

2

4

6

8

H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R元 R3 R5

S
S
（

m
g
/
L
）

0

2

4

6

8

H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R元 R3 R5

B
O

D
（

m
g
/
L
）

0
5

10
15
20
25

H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R元 R3 R5

全
窒
素
（

m
g
/
L
）

0

5

10

15

H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R元 R3 R5

C
O

D
（

m
g
/
L
）

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

H元 H3 H5 H7 H9 H11 H13 H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29 R元 R3 R5全
り
ん
（

m
g
/
L
）

年度

 

資料-14 

 

② 下水処理人口 

 

 

 

 
注）平成 22年 1月 1 日前原市は志摩町・二丈町と合併し糸島市になっているが、旧前原市のみを集計しています。 

国勢調査（総務省統計局）、福岡市の下水道（福岡市道路下水道局）、福岡県の下水道（福岡県）をもとに作成 

図 21 博多湾関連市町村における下水道普及状況の推移 
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（７）河川 

① 博多湾に流入する河川 

 

表 2 博多湾に流入する河川（二級河川） 

福岡市地域防災計画（資料編）（令和 6年 6 月、福岡市防災会議）をもとに作成 

  

河川延長 流域面積 河川延長 流域面積

（ｍ) （km2) （ｍ) （km2)

唐の原川 唐の原川 2,600 3.8　 室見川 16,330 99.1　 

多々良川 3,800 167.9　 金屑川 9,555 12.8　 

猪野川 2,000 45.6　 油山川 3,800 5.2　 

長谷川 2,410 2.6　 椎原川 5,298 21.7　 

久原川 1,900 18.6　 小笠木川 4,000 14.2　 

宇美川 5,000 71.6　 坊主川 1,280 1.5　 

須恵川 2,300 23.5　 唐原川 300 1.7　 

綿打川 1,720 4.8　 蟹又川 685 1.3　 

吉塚新川 2,400 4.3　 小原川 621 2.0　 

御笠川 8,100 94.0　 新飼川 399 2.0　 

御笠川放水路 1,830 - 日向川 3,960 5.6　 

上牟田川 670 5.4　 竜谷川 4,058 4.5　 

諸岡川 4,670 13.6　 名柄川 名柄川 4,500 8.6　 

那珂川 10,900 124.0　 十郎川 十郎川 3,971 6.6　 

薬院新川 720 6.1　 七寺川 七寺川 2,630 8.3　 

若久川 2,430 6.7　 江の口川 江の口川 1,700 4.3　 

樋井川 12,875 29.1　 瑞梅寺川 1,550 52.6　 

七隈川 2,155 4.6　 川原川 600 11.0　 

糠塚川 660 2.0　 水崎川 3,190 5.3　 

下の谷川 620 0.5　 

周船寺川 4,580 9.1　 

水系名 河川名 水系名 河川名

室見川

多々良川

御笠川

那珂川

樋井川

瑞梅寺川
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② 流入河川水質 

表 3 博多湾に流入する河川の水質 

(単位：mg/L) 

水系名 河川名 調査地点 

BOD75％値※１ 全窒素 全リン 

H13～ 

15 年度 

H23～ 

25 年度 

R２～ 

R４年度 

H13～ 

15 年度 

H23～ 

25 年度 

R２～ 

R４年度 

H13～ 

15 年度 

H23～ 

25 年度 

R２～ 

R４年度 

唐の原川 唐の原川 浜田橋 2.3  1.3  1.5   1.7   0.99  0.69 0.15  0.074 0.066 

多々良川 多々良川 名島橋 1.8  1.7  1.6   4.0   2.5   2.5  0.13  0.13  0.12  

〃 〃 雨水橋 1.6  1.5  1.4   1.1   0.83  0.66 0.056 0.050 0.066 

〃 〃 大隈橋 1.7  1.3  1.6   1.7   0.97  0.74 0.095 0.036 0.037 

〃 久原川 深井橋 1.6  1.4  1.3   1.4   0.99  1.0  0.046 0.025 0.036 

〃 須恵川 休也橋 2.4  1.7  2.1   2.3   1.3   1.3  0.14  0.10  0.16  

〃 〃 酒殿橋 4.9  3.6  3.1   2.5   2.3   1.5  0.16  0.15  0.10  

〃 宇美川 塔の本橋 2.3  1.6  2.0   2.2   1.4   1.5  0.16  0.10  0.12  

〃 〃 亀山新橋 5.3  2.5  2.3   2.8   1.2   0.88 0.21  0.095 0.065 

御笠川 御笠川 千鳥橋 1.8  1.7  1.3   9.2   5.5   5.5  0.45  0.61  0.62  

〃 〃 金島橋 2.7  1.8  1.5  10  7.0   6.9  0.42  0.66  0.60  

〃 〃 板付橋 3.3  1.4  1.4   1.1   0.79  0.47 0.092 0.040 0.032 

那珂川 那珂川 那の津大橋 1.5  2.0  1.2   1.3   1.2   0.69 0.075 0.099 0.060 

〃 〃 住吉橋 1.2  1.3  0.9   1.9   1.7   0.78 0.091 0.14  0.064 

〃 〃 塩原橋 1.5  0.9  0.9   0.85  0.79  0.53 0.048 0.038 0.027 

樋井川 樋井川 旧今川橋 1.2  1.0  1.0   0.84  0.77  0.62 0.049 0.035 0.037 

室見川 室見川 室見橋 1.2  1.0  0.7   0.69  0.67  0.48 0.040 0.034 0.031 

〃 金屑川 飛石橋 1.3  0.9  0.8   0.74  0.56  0.41 0.059 0.040 0.037 

名柄川 名柄川 興徳寺橋 1.5  0.9  0.8   0.80  0.64  0.46 0.063 0.047 0.049 

十郎川 十郎川 壱岐橋 1.3  1.1  1.0   0.61  0.47  0.43 0.057 0.050 0.048 

七寺川 七寺川 上鯰川橋 1.3  0.9  0.7   0.94  0.74  0.59 0.072 0.049 0.047 

江の口川 江の口川 玄洋橋 4.6  1.4  1.4   1.5   0.69  0.54 0.23  0.11  0.087 

瑞梅寺川 瑞梅寺川 昭代橋 2.2  1.5  1.6   1.1   1.0   1.4  0.12  0.11  0.10  

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、公共用水域水質測定結果（福岡県）をもとに作成※ 

 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、            

令和 5 年度河川水底質調査委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 23 BOD年平均値の推移  

 
※1 BODについては、年間を通じた日間平均値の全データのうち、その 75%値がその水域に設定された環境基準に適合してい

るかどうかで評価します。 
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（７）河川 

① 博多湾に流入する河川 

 

表 2 博多湾に流入する河川（二級河川） 

福岡市地域防災計画（資料編）（令和 6年 6 月、福岡市防災会議）をもとに作成 

  

河川延長 流域面積 河川延長 流域面積

（ｍ) （km2) （ｍ) （km2)

唐の原川 唐の原川 2,600 3.8　 室見川 16,330 99.1　 

多々良川 3,800 167.9　 金屑川 9,555 12.8　 

猪野川 2,000 45.6　 油山川 3,800 5.2　 

長谷川 2,410 2.6　 椎原川 5,298 21.7　 

久原川 1,900 18.6　 小笠木川 4,000 14.2　 

宇美川 5,000 71.6　 坊主川 1,280 1.5　 

須恵川 2,300 23.5　 唐原川 300 1.7　 

綿打川 1,720 4.8　 蟹又川 685 1.3　 

吉塚新川 2,400 4.3　 小原川 621 2.0　 

御笠川 8,100 94.0　 新飼川 399 2.0　 

御笠川放水路 1,830 - 日向川 3,960 5.6　 

上牟田川 670 5.4　 竜谷川 4,058 4.5　 

諸岡川 4,670 13.6　 名柄川 名柄川 4,500 8.6　 

那珂川 10,900 124.0　 十郎川 十郎川 3,971 6.6　 

薬院新川 720 6.1　 七寺川 七寺川 2,630 8.3　 

若久川 2,430 6.7　 江の口川 江の口川 1,700 4.3　 

樋井川 12,875 29.1　 瑞梅寺川 1,550 52.6　 

七隈川 2,155 4.6　 川原川 600 11.0　 

糠塚川 660 2.0　 水崎川 3,190 5.3　 

下の谷川 620 0.5　 

周船寺川 4,580 9.1　 

水系名 河川名 水系名 河川名

室見川

多々良川

御笠川

那珂川

樋井川

瑞梅寺川
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③ 河川生物 

 

 
注）各河川 1～4 地点の代表地点において、タモ網、投網、定置網、セルビン、潜水目視観察により確認され

た種を集計しています。 

令和 3 年度自然環境調査（水生生物）委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成    

図 24 主な河川における魚類の生息状況 
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（８）流入負荷 

① 海域別流入負荷量と流入負荷量の内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市環境局のデータをもとに作成 

図 25 海域別流入負荷量（令和元年度）  

【COD】 【全窒素】 

【全リン】 
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③ 河川生物 

 

 
注）各河川 1～4 地点の代表地点において、タモ網、投網、定置網、セルビン、潜水目視観察により確認され

た種を集計しています。 
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② 下水道整備に伴う流入負荷の削減効果 

 

 

 

 

（処理人口）福岡県の下水道（福岡県建築都市部下水道課）、 

（負荷量）福岡市環境局のデータをもとに作成      

図 26 流入負荷量と下水道処理人口の推移  

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

5

10

15

20

25

30

H4 H9 H12 H14 H25 R元

処
理
人
口

(×
1

0
3

人
)

C
O

D
負
荷
量

(t
/
日

)

年度

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0

5

10

15

20

H4 H9 H12 H14 H25 R元

処
理
人
口

(×
1

0
3

人
)

全
窒
素
負
荷
量

(t
/
日

)

年度

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

H4 H9 H12 H14 H25 R元

処
理
人
口

(×
1

0
3

人
)

全
リ
ン
負
荷
量

(t
/
日

)

年度

流入負荷量（下水道） 流入負荷量（その他） 処理人口

資
料
編

資料 - 20



 

資料-21 

 

0

1

2

3

4

5

S5
6

S6
1 H3 H8 H1
3

H1
8

H2
3

H2
8 R3

年度

[mg/L] COD75%値

西部・中部海域の環境基準値：2mg/L

東部海域の環境基準値：3mg/L

３ 水質・底質 

（１）水質の汚濁に係る環境基準の達成状況 

① COD 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 27 COD全層平均値の 75％値の推移と環境基準の達成状況  

W-3 W-6 W-7 C-1
C-4 C-10 E-2 E-6

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-2 E-6
S56 0.9 2.0 1.8 2.4 2.4 2.5 3.0 3.0
S57 1.1 1.8 1.9 2.5 2.3 2.7 2.8 3.0
S58 1.1 2.0 2.0 2.2 2.7 2.7 3.1 2.9
S59 1.1 1.7 1.8 2.0 2.2 2.5 2.3 2.8
S60 1.3 1.8 2.2 2.4 3.1 3.3 3.1 2.9
S61 1.2 1.5 1.5 1.9 2.0 2.2 2.1 2.4
S62 1.4 2.0 2.0 2.5 2.7 3.7 2.9 3.4
S63 1.1 1.6 1.7 2.2 2.5 2.4 2.7 2.6
H元 1.4 1.8 1.9 2.7 2.3 3.0 2.7 2.6
H2 1.1 1.9 1.6 2.7 2.9 3.1 3.2 3.1
H3 1.3 2.3 2.3 2.7 3.2 3.2 3.4 3.5
H4 1.4 2.3 2.0 2.7 2.8 3.1 3.1 3.0
H5 1.8 3.3 3.8 3.8 4.0 4.2 4.4 4.3
H6 1.5 2.3 2.8 3.0 3.3 3.6 3.9 3.6
H7 1.8 2.3 2.4 2.8 2.7 3.6 4.0 3.8
H8 1.9 2.3 3.0 2.9 4.2 4.1 3.5 3.8
H9 1.6 2.4 2.3 2.7 2.8 3.0 3.0 3.2
H10 1.5 2.1 1.9 2.7 3.0 2.8 3.0 3.2
H11 1.7 3.0 2.5 3.3 3.5 3.3 3.6 2.9
H12 1.7 3.0 3.0 3.6 3.8 3.5 4.3 3.4
H13 1.4 2.3 2.7 2.7 2.8 3.1 3.3 3.5
H14 1.7 3.0 3.8 3.6 4.0 4.0 3.9 3.3
H15 1.9 2.3 2.7 2.9 3.5 3.8 3.8 3.6
H16 1.6 2.7 2.6 3.1 2.9 3.6 3.3 3.0
H17 1.7 2.5 2.2 2.6 2.8 3.0 3.3 3.2
H18 1.8 2.4 2.3 2.8 2.6 2.6 2.6 2.8
H19 1.6 1.9 2.1 2.5 2.9 2.7 2.6 2.7
H20 1.7 2.4 2.5 2.6 2.9 2.7 3.2 3.2
H21 1.6 1.7 1.7 2.1 2.5 2.7 2.7 3.0
H22 1.6 2.1 1.9 2.5 2.6 2.7 3.1 3.0
H23 1.5 2.8 3.1 4.0 3.7 3.5 4.5 4.8
H24 1.3 1.8 2.1 2.0 2.6 2.3 2.6 2.7
H25 1.2 1.9 1.9 2.2 2.4 2.5 3.2 3.0
H26 1.5 1.9 2.0 2.3 2.8 2.6 2.8 2.9
H27 1.3 1.9 1.8 2.6 2.7 2.5 3.1 3.2
H28 1.4 2.0 2.0 2.3 2.7 2.7 2.5 3.0
H29 1.2 2.1 1.7 2.3 2.3 2.5 2.7 2.7
H30 1.2 1.9 2.0 2.6 2.4 2.9 3.1 3.2
R1 1.3 2.2 2.4 2.5 2.7 2.7 3.0 3.2
R2 1.4 2.0 1.9 2.4 2.5 2.6 3.0 3.2
R3 1.4 2.1 2.0 2.3 2.7 3.0 3.0 3.4
R4 1.5 1.9 2.1 2.6 3.0 2.8 3.6 3.6
R5 1.3 2.2 2.1 2.6 3.0 2.7 3.2 2.9

　　環境基準値は西部・中部海域が2mg/L、東部海域が3mg/Lです。
　　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。

資料：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）

年度
COD75%値（mg/L）

東部海域中部海域西部海域

注）CODの環境基準達成の有無は、各月の全層平均値から求めた75%値（低い方から9番目の値）で地点別に評価します。

 

資料-20 

 

② 下水道整備に伴う流入負荷の削減効果 

 

 

 

 

（処理人口）福岡県の下水道（福岡県建築都市部下水道課）、 

（負荷量）福岡市環境局のデータをもとに作成      

図 26 流入負荷量と下水道処理人口の推移  
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② T-N 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 28 T-N表層年平均値の推移と環境基準の達成状況  

W-3 W-6 W-7
西部
海域
平均

C-1 C-4 C-10
中部
海域
平均

E-2 E-6
東部
海域
平均

S56 0.20 0.32 0.30 0.27 0.36 0.36 0.44 0.39 0.52 0.45 0.49
S57 0.15 0.22 0.25 0.21 0.33 0.32 0.45 0.37 0.46 0.49 0.48
S58 0.14 0.26 0.33 0.24 0.32 0.38 0.49 0.40 0.43 0.46 0.45
S59 0.16 0.24 0.21 0.20 0.27 0.30 0.47 0.35 0.42 0.49 0.46
S60 0.12 0.21 0.20 0.18 0.31 0.33 0.42 0.35 0.41 0.46 0.44
S61 0.12 0.29 0.25 0.22 0.32 0.36 0.44 0.37 0.48 0.51 0.50
S62 0.10 0.22 0.23 0.18 0.30 0.34 0.43 0.36 0.42 0.42 0.42
S63 0.12 0.20 0.24 0.19 0.31 0.34 0.44 0.36 0.47 0.55 0.51
H元 0.16 0.34 0.32 0.27 0.38 0.40 0.51 0.43 0.50 0.56 0.53
H2 0.13 0.25 0.26 0.21 0.32 0.36 0.45 0.38 0.48 0.52 0.50
H3 0.13 0.27 0.28 0.23 0.38 0.42 0.51 0.44 0.56 0.62 0.59
H4 0.18 0.29 0.26 0.24 0.39 0.41 0.55 0.45 0.69 0.67 0.68
H5 0.17 0.28 0.40 0.28 0.43 0.53 0.53 0.50 0.70 0.69 0.70
H6 0.14 0.29 0.31 0.25 0.48 0.43 0.75 0.55 0.64 0.69 0.67
H7 0.12 0.25 0.25 0.21 0.35 0.34 0.49 0.39 0.62 0.58 0.60
H8 0.16 0.32 0.34 0.27 0.39 0.45 0.56 0.47 0.66 0.68 0.67
H9 0.13 0.28 0.30 0.24 0.36 0.37 0.38 0.37 0.50 0.49 0.50
H10 0.14 0.27 0.28 0.23 0.39 0.44 0.51 0.45 0.56 0.62 0.59
H11 0.14 0.29 0.35 0.26 0.41 0.43 0.52 0.45 0.55 0.58 0.57
H12 0.15 0.30 0.32 0.26 0.34 0.42 0.58 0.45 0.53 0.59 0.56
H13 0.16 0.31 0.31 0.26 0.39 0.40 0.48 0.42 0.53 0.55 0.54
H14 0.14 0.33 0.38 0.28 0.41 0.45 0.49 0.45 0.55 0.58 0.57
H15 0.16 0.33 0.35 0.28 0.43 0.48 0.55 0.49 0.69 0.63 0.66
H16 0.18 0.33 0.33 0.28 0.39 0.40 0.48 0.42 0.52 0.51 0.52
H17 0.13 0.31 0.27 0.24 0.39 0.41 0.44 0.41 0.56 0.62 0.59
H18 0.16 0.33 0.30 0.26 0.39 0.43 0.49 0.44 0.57 0.56 0.57
H19 0.17 0.30 0.31 0.26 0.42 0.51 0.52 0.48 0.62 0.61 0.62
H20 0.19 0.35 0.40 0.31 0.41 0.46 0.50 0.46 0.59 0.57 0.58
H21 0.18 0.29 0.29 0.25 0.36 0.39 0.44 0.40 0.52 0.50 0.51
H22 0.18 0.32 0.35 0.28 0.37 0.46 0.48 0.44 0.58 0.56 0.57
H23 0.20 0.32 0.37 0.30 0.42 0.51 0.53 0.49 0.57 0.55 0.56
H24 0.14 0.28 0.30 0.24 0.35 0.43 0.44 0.41 0.55 0.54 0.55
H25 0.15 0.27 0.28 0.23 0.36 0.47 0.41 0.41 0.50 0.51 0.51
H26 0.14 0.25 0.28 0.22 0.33 0.33 0.38 0.35 0.49 0.41 0.45
H27 0.16 0.27 0.28 0.24 0.31 0.39 0.41 0.37 0.50 0.48 0.49
H28 0.18 0.27 0.29 0.25 0.32 0.37 0.44 0.38 0.47 0.48 0.48
H29 0.14 0.29 0.26 0.23 0.38 0.45 0.43 0.42 0.57 0.60 0.59
H30 0.15 0.26 0.28 0.23 0.35 0.38 0.43 0.39 0.53 0.60 0.57
R1 0.15 0.29 0.32 0.25 0.36 0.42 0.42 0.40 0.53 0.59 0.56
R2 0.14 0.27 0.27 0.23 0.32 0.38 0.49 0.40 0.55 0.56 0.56
R3 0.15 0.29 0.30 0.25 0.36 0.42 0.44 0.41 0.56 0.63 0.60
R4 0.14 0.26 0.31 0.24 0.38 0.40 0.44 0.41 0.57 0.55 0.56
R5 0.14 0.34 0.35 0.28 0.42 0.52 0.53 0.49 0.72 0.67 0.70

注）T-Nの環境基準達成の有無は、地点別の表層年平均値から求めた海域平均値で評価します。

　　環境基準値は西部海域が0.3mg/L、中部・東部海域が0.6mg/Lです。

　　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。

年度

T-N表層年平均値（mg/L）

W-3 W-6 W-7 C-1
C-4 C-10 E-2 E-6
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 29 T-P表層年平均値の推移と環境基準の達成状況 

W-3 W-6 W-7
西部
海域
平均

C-1 C-4 C-10
中部
海域
平均

E-2 E-6
東部
海域
平均

S56 0.015 0.026 0.027 0.023 0.032 0.033 0.044 0.036 0.039 0.043 0.041
S57 0.015 0.025 0.030 0.023 0.037 0.037 0.049 0.041 0.058 0.054 0.056
S58 0.023 0.032 0.041 0.032 0.039 0.043 0.055 0.046 0.053 0.056 0.055
S59 0.023 0.025 0.026 0.025 0.038 0.036 0.062 0.045 0.047 0.067 0.057
S60 0.016 0.023 0.026 0.022 0.033 0.039 0.049 0.040 0.046 0.047 0.047
S61 0.015 0.026 0.032 0.024 0.037 0.037 0.054 0.043 0.048 0.050 0.049
S62 0.018 0.025 0.031 0.025 0.037 0.041 0.049 0.042 0.049 0.048 0.049
S63 0.015 0.020 0.026 0.020 0.029 0.033 0.041 0.034 0.044 0.052 0.048
H元 0.015 0.030 0.030 0.025 0.033 0.035 0.048 0.039 0.045 0.046 0.046
H2 0.013 0.020 0.022 0.018 0.025 0.031 0.036 0.031 0.038 0.044 0.041
H3 0.015 0.024 0.027 0.022 0.031 0.038 0.046 0.038 0.046 0.056 0.051
H4 0.013 0.024 0.023 0.020 0.032 0.036 0.047 0.038 0.060 0.063 0.062
H5 0.019 0.029 0.040 0.029 0.043 0.052 0.055 0.050 0.072 0.066 0.069
H6 0.014 0.030 0.033 0.026 0.045 0.043 0.063 0.050 0.058 0.057 0.058
H7 0.012 0.024 0.026 0.021 0.032 0.030 0.044 0.035 0.056 0.052 0.054
H8 0.014 0.024 0.028 0.022 0.030 0.033 0.044 0.036 0.047 0.045 0.046
H9 0.013 0.029 0.032 0.025 0.038 0.038 0.042 0.039 0.052 0.053 0.053
H10 0.012 0.021 0.023 0.019 0.033 0.032 0.042 0.036 0.041 0.046 0.044
H11 0.011 0.020 0.025 0.019 0.028 0.034 0.038 0.033 0.043 0.042 0.043
H12 0.012 0.021 0.026 0.020 0.029 0.031 0.047 0.036 0.039 0.042 0.041
H13 0.012 0.019 0.024 0.018 0.024 0.027 0.030 0.027 0.029 0.029 0.029
H14 0.013 0.024 0.034 0.024 0.030 0.031 0.032 0.031 0.034 0.037 0.036
H15 0.011 0.015 0.021 0.016 0.020 0.024 0.025 0.023 0.030 0.030 0.030
H16 0.014 0.020 0.021 0.018 0.020 0.021 0.025 0.022 0.024 0.025 0.025
H17 0.014 0.019 0.019 0.017 0.022 0.022 0.025 0.023 0.031 0.034 0.033
H18 0.013 0.018 0.021 0.017 0.021 0.022 0.024 0.022 0.029 0.028 0.029
H19 0.016 0.022 0.022 0.020 0.027 0.028 0.032 0.029 0.037 0.038 0.038
H20 0.014 0.022 0.028 0.021 0.025 0.030 0.031 0.029 0.037 0.036 0.037
H21 0.012 0.017 0.019 0.016 0.020 0.024 0.025 0.023 0.033 0.031 0.032
H22 0.013 0.018 0.021 0.017 0.021 0.026 0.026 0.024 0.035 0.032 0.034
H23 0.015 0.024 0.028 0.022 0.028 0.033 0.034 0.032 0.040 0.042 0.041
H24 0.011 0.015 0.019 0.015 0.019 0.021 0.024 0.021 0.030 0.027 0.029
H25 0.013 0.018 0.021 0.017 0.023 0.028 0.027 0.026 0.037 0.033 0.035
H26 0.015 0.018 0.022 0.018 0.023 0.024 0.026 0.024 0.033 0.028 0.031
H27 0.015 0.020 0.023 0.019 0.023 0.027 0.029 0.026 0.034 0.032 0.033
H28 0.016 0.023 0.028 0.022 0.027 0.029 0.037 0.031 0.040 0.039 0.040
H29 0.013 0.021 0.021 0.018 0.027 0.028 0.032 0.029 0.039 0.037 0.038
H30 0.012 0.019 0.020 0.017 0.023 0.026 0.027 0.025 0.032 0.038 0.035
R1 0.011 0.022 0.024 0.019 0.024 0.029 0.029 0.027 0.037 0.039 0.038
R2 0.012 0.019 0.022 0.018 0.019 0.025 0.028 0.024 0.034 0.035 0.035
R3 0.012 0.017 0.019 0.016 0.020 0.022 0.026 0.023 0.029 0.038 0.034
R4 0.011 0.016 0.019 0.015 0.020 0.022 0.025 0.022 0.029 0.031 0.030
R5 0.013 0.021 0.023 0.019 0.023 0.026 0.027 0.025 0.031 0.033 0.032

注）T-Pの環境基準達成の有無は、地点別の表層年平均値から求めた海域平均値で評価します。

　環境基準値は西部海域が0.03mg/L、中部・東部海域が0.05mg/Lです。

　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。

T-P表層年平均値（mg/L）

年度

W-3 W-6 W-7 C-1
C-4 C-10 E-2 E-6
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 28 T-N表層年平均値の推移と環境基準の達成状況  

W-3 W-6 W-7
西部
海域
平均

C-1 C-4 C-10
中部
海域
平均

E-2 E-6
東部
海域
平均

S56 0.20 0.32 0.30 0.27 0.36 0.36 0.44 0.39 0.52 0.45 0.49
S57 0.15 0.22 0.25 0.21 0.33 0.32 0.45 0.37 0.46 0.49 0.48
S58 0.14 0.26 0.33 0.24 0.32 0.38 0.49 0.40 0.43 0.46 0.45
S59 0.16 0.24 0.21 0.20 0.27 0.30 0.47 0.35 0.42 0.49 0.46
S60 0.12 0.21 0.20 0.18 0.31 0.33 0.42 0.35 0.41 0.46 0.44
S61 0.12 0.29 0.25 0.22 0.32 0.36 0.44 0.37 0.48 0.51 0.50
S62 0.10 0.22 0.23 0.18 0.30 0.34 0.43 0.36 0.42 0.42 0.42
S63 0.12 0.20 0.24 0.19 0.31 0.34 0.44 0.36 0.47 0.55 0.51
H元 0.16 0.34 0.32 0.27 0.38 0.40 0.51 0.43 0.50 0.56 0.53
H2 0.13 0.25 0.26 0.21 0.32 0.36 0.45 0.38 0.48 0.52 0.50
H3 0.13 0.27 0.28 0.23 0.38 0.42 0.51 0.44 0.56 0.62 0.59
H4 0.18 0.29 0.26 0.24 0.39 0.41 0.55 0.45 0.69 0.67 0.68
H5 0.17 0.28 0.40 0.28 0.43 0.53 0.53 0.50 0.70 0.69 0.70
H6 0.14 0.29 0.31 0.25 0.48 0.43 0.75 0.55 0.64 0.69 0.67
H7 0.12 0.25 0.25 0.21 0.35 0.34 0.49 0.39 0.62 0.58 0.60
H8 0.16 0.32 0.34 0.27 0.39 0.45 0.56 0.47 0.66 0.68 0.67
H9 0.13 0.28 0.30 0.24 0.36 0.37 0.38 0.37 0.50 0.49 0.50
H10 0.14 0.27 0.28 0.23 0.39 0.44 0.51 0.45 0.56 0.62 0.59
H11 0.14 0.29 0.35 0.26 0.41 0.43 0.52 0.45 0.55 0.58 0.57
H12 0.15 0.30 0.32 0.26 0.34 0.42 0.58 0.45 0.53 0.59 0.56
H13 0.16 0.31 0.31 0.26 0.39 0.40 0.48 0.42 0.53 0.55 0.54
H14 0.14 0.33 0.38 0.28 0.41 0.45 0.49 0.45 0.55 0.58 0.57
H15 0.16 0.33 0.35 0.28 0.43 0.48 0.55 0.49 0.69 0.63 0.66
H16 0.18 0.33 0.33 0.28 0.39 0.40 0.48 0.42 0.52 0.51 0.52
H17 0.13 0.31 0.27 0.24 0.39 0.41 0.44 0.41 0.56 0.62 0.59
H18 0.16 0.33 0.30 0.26 0.39 0.43 0.49 0.44 0.57 0.56 0.57
H19 0.17 0.30 0.31 0.26 0.42 0.51 0.52 0.48 0.62 0.61 0.62
H20 0.19 0.35 0.40 0.31 0.41 0.46 0.50 0.46 0.59 0.57 0.58
H21 0.18 0.29 0.29 0.25 0.36 0.39 0.44 0.40 0.52 0.50 0.51
H22 0.18 0.32 0.35 0.28 0.37 0.46 0.48 0.44 0.58 0.56 0.57
H23 0.20 0.32 0.37 0.30 0.42 0.51 0.53 0.49 0.57 0.55 0.56
H24 0.14 0.28 0.30 0.24 0.35 0.43 0.44 0.41 0.55 0.54 0.55
H25 0.15 0.27 0.28 0.23 0.36 0.47 0.41 0.41 0.50 0.51 0.51
H26 0.14 0.25 0.28 0.22 0.33 0.33 0.38 0.35 0.49 0.41 0.45
H27 0.16 0.27 0.28 0.24 0.31 0.39 0.41 0.37 0.50 0.48 0.49
H28 0.18 0.27 0.29 0.25 0.32 0.37 0.44 0.38 0.47 0.48 0.48
H29 0.14 0.29 0.26 0.23 0.38 0.45 0.43 0.42 0.57 0.60 0.59
H30 0.15 0.26 0.28 0.23 0.35 0.38 0.43 0.39 0.53 0.60 0.57
R1 0.15 0.29 0.32 0.25 0.36 0.42 0.42 0.40 0.53 0.59 0.56
R2 0.14 0.27 0.27 0.23 0.32 0.38 0.49 0.40 0.55 0.56 0.56
R3 0.15 0.29 0.30 0.25 0.36 0.42 0.44 0.41 0.56 0.63 0.60
R4 0.14 0.26 0.31 0.24 0.38 0.40 0.44 0.41 0.57 0.55 0.56
R5 0.14 0.34 0.35 0.28 0.42 0.52 0.53 0.49 0.72 0.67 0.70

注）T-Nの環境基準達成の有無は、地点別の表層年平均値から求めた海域平均値で評価します。

　　環境基準値は西部海域が0.3mg/L、中部・東部海域が0.6mg/Lです。

　　表中の■は環境基準を達成したことを意味します。

年度

T-N表層年平均値（mg/L）

W-3 W-6 W-7 C-1
C-4 C-10 E-2 E-6
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（２）水質の状況 

① 経年変化 

    

    

    

    

    
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 30 COD（3層※平均）の経年変化

 
※ 表層（海面下 0.5ｍ）、中層（海面下 2.5ｍ）、底層（海底上 1.0ｍ）の 3 層平均です。環境基準と比較するために、3 層平
均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 31 溶解性 COD（D-COD）※1（3層※2平均）の経年変化  

 
※1 溶解性 COD（D-COD）は COD のうち、水中に溶けている CODのことです。陸域からの流入などにより高くなることがありま

す。D-CODは測定が開始された平成 3 年度以降の経年変化を示しています。 
※2 CODに占める D-COD の割合をみるために、COD と同様に、3 層平均を示しています。 
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（２）水質の状況 

① 経年変化 

    

    

    

    

    
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 30 COD（3層※平均）の経年変化

 
※ 表層（海面下 0.5ｍ）、中層（海面下 2.5ｍ）、底層（海底上 1.0ｍ）の 3 層平均です。環境基準と比較するために、3 層平
均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 32 粒子性 COD（P-COD）※1（3層※2平均）の経年変化  

 
※1 粒子性 COD（P-COD）は水中に溶けていない COD のことです。植物プランクトンの増加などにより高くなることがありま

す。P-CODは CODから D-COD を引いて求められるため、D-COD の測定を開始した平成 3 年度以降を示しています。 
※2 CODに占める P-COD の割合をみるために、COD と同様に、3 層平均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 33 全窒素（表層※平均）の経年変化  

 
※ 環境基準と比較するために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 32 粒子性 COD（P-COD）※1（3層※2平均）の経年変化  

 
※1 粒子性 COD（P-COD）は水中に溶けていない COD のことです。植物プランクトンの増加などにより高くなることがありま

す。P-CODは CODから D-COD を引いて求められるため、D-COD の測定を開始した平成 3 年度以降を示しています。 
※2 CODに占める P-COD の割合をみるために、COD と同様に、3 層平均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 34 全リン（表層※平均）の経年変化 

  

 
※ 環境基準と比較するために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 35 溶解性無機態窒素（DIN）＊（表層※平均）の経年変化  

 
※ 陸域からの栄養塩類の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 34 全リン（表層※平均）の経年変化 

  

 
※ 環境基準と比較するために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 36 溶解性無機態リン（DIP）＊（表層※平均）の経年変化 

  

 
※ 陸域からの栄養塩類の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 37 T-N/T-P比（モル比）の経年変化 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 36 溶解性無機態リン（DIP）＊（表層※平均）の経年変化 

  

 
※ 陸域からの栄養塩類の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 38 DIN/DIP比（モル比）の経年変化  
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 39 透明度の経年変化 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 38 DIN/DIP比（モル比）の経年変化  
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 40 クロロフィル a（Chla）（3層※平均）の経年変化  

 
※ 植物プランクトンの増減をみるために、3層平均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 41 DO（底層※平均）の経年変化  

 
※ 底層とは、海底上 1.0m の位置における値を示します。貧酸素水塊の発生状況をみるために、底層を示しています。 
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令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 40 クロロフィル a（Chla）（3層※平均）の経年変化  

 
※ 植物プランクトンの増減をみるために、3層平均を示しています。 
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資料-36 

 

     
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 42 DO（底層※1年最低値※2）の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 貧酸素水塊の発生状況をみるために、底層を示しています。 

※2 各環境基準点における年間算定値のうち、海域別に最も低い値を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 43 水温（表層※平均）の経年変化  

 
※ 気温の変動に伴う水温変化をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 42 DO（底層※1年最低値※2）の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 貧酸素水塊の発生状況をみるために、底層を示しています。 

※2 各環境基準点における年間算定値のうち、海域別に最も低い値を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 44 pH（3層※平均）の経年変化  

 
※ 植物プランクトンの光合成や底泥の酸素消費による二酸化炭素の消費・生成量の変動をみるために、3層平均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 45 塩分＊※1（表層※2平均）の経年変化  

 
※1 塩分は、UNESCO の勧告(1962)に基づき塩分（‰）に換算し、さらに「塩分（‰）＝塩分（psu）」と仮定して示しています。 
※2 陸域からの淡水の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 44 pH（3層※平均）の経年変化  

 
※ 植物プランクトンの光合成や底泥の酸素消費による二酸化炭素の消費・生成量の変動をみるために、3層平均を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 46 浮遊物質量（SS）＊（3層※平均）の経年変化 

  

 
※ 河川からの懸濁物質の流入や植物プランクトンの増殖,底泥の巻き上げなどによる濁りの影響をみるために、3 層平均を示

しています。 
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② 季節変化 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 47 CODの季節変化（令和元～令和 5年度の全層※15ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 48 溶解性 COD（D-COD）※2の季節変化（令和元～令和 5年度の全層※35ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 49 粒子性 COD（P-COD）※4の季節変化（令和元～令和 5年度の全層※55ヵ年平均）  

 
※1 表層（海面下 0.5ｍ）、中層（海面下 2.5ｍ）、底層（海底上 1.0ｍ）の 3層平均です。環境基準と比較するために、全層（3

層平均）を示しています。 
※2 溶解性 COD（D-COD）は COD のうち、水中に溶けている CODのことです。陸域からの流入などにより高くなることがありま

す。 
※3 CODに占める D-COD の割合をみるために、COD と同様に、全層を示しています。 
※4 粒子性 COD（P-COD）は水中に溶けていない COD のことです。植物プランクトンの増加などにより高くなることがありま

す。P-CODは CODから D-COD を引いて求められます。 
※5 CODに占める P-COD の割合をみるために、COD と同様に、全層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 46 浮遊物質量（SS）＊（3層※平均）の経年変化 

  

 
※ 河川からの懸濁物質の流入や植物プランクトンの増殖,底泥の巻き上げなどによる濁りの影響をみるために、3 層平均を示

しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 50 全窒素の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※15ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 51 全リンの季節変化（令和元～令和 5年度の表層※15ヵ年平均） 

 
出典：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 52 溶解性無機態窒素（DIN）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※25ヵ年平均） 

 

 

  

 
※1 表層とは、海面下 0.5m の位置における値を示します。環境基準と比較するために、表層を示しています。 
※2 陸域からの栄養塩類の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 53 溶解性無機態リン（DIP）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※15ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 54 T-N/T-P比（モル比）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層 5ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 55 DIN/DIP比（モル比）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層 5ヵ年平均） 

 

 

 

 

  

 
※1 陸域からの栄養塩類の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 50 全窒素の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※15ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 51 全リンの季節変化（令和元～令和 5年度の表層※15ヵ年平均） 

 
出典：福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 52 溶解性無機態窒素（DIN）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※25ヵ年平均） 

 

 

  

 
※1 表層とは、海面下 0.5m の位置における値を示します。環境基準と比較するために、表層を示しています。 
※2 陸域からの栄養塩類の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 56 透明度の季節変化（令和元～令和 5年度の 5ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 57 クロロフィル a（Chla）の季節変化（令和元～令和 5年度の全層※15ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 58 DOの季節変化（令和元～令和 5年度の底層※25ヵ年平均） 

 

 

  

 
※1 植物プランクトンの増減をみるために、3 層平均を示しています。 
※2 底層とは、海底上 1.0m の位置における値を示します。貧酸素水塊の発生状況をみるために、底層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 59 水温の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※15ヵ年平均） 

 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 60 pHの季節変化（令和元～令和 5年度の表層※25ヵ年平均） 

 

福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 61 塩分※3の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※45ヵ年平均）  

 
※1 表層とは、海面下 0.5m の位置における値を示します。気温の変動に伴う水温変化をみるために、表層を示しています。 
※2 植物プランクトンの光合成による二酸化炭素の消費量の増減をみるために、表層を示しています。 
※3 塩分は、UNESCO の勧告（1962）に基づき塩分（‰）に換算し、さらに「塩分（‰）＝塩分（psu）」と仮定して示していま

す。 

※4 陸域からの淡水の流入の影響をみるために、表層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 56 透明度の季節変化（令和元～令和 5年度の 5ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 57 クロロフィル a（Chla）の季節変化（令和元～令和 5年度の全層※15ヵ年平均） 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 58 DOの季節変化（令和元～令和 5年度の底層※25ヵ年平均） 

 

 

  

 
※1 植物プランクトンの増減をみるために、3 層平均を示しています。 
※2 底層とは、海底上 1.0m の位置における値を示します。貧酸素水塊の発生状況をみるために、底層を示しています。 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 62 浮遊物質量（SS）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※5ヵ年平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 河川からの懸濁物質の流入や植物プランクトンの増殖による濁りの影響をみるために、表層を示しています。 
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（３）赤潮の発生状況 

① 季節変化 

 
九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 63 赤潮の月別発生日数（平成 28年度～令和 5年度の平均値） 
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 62 浮遊物質量（SS）の季節変化（令和元～令和 5年度の表層※5 ヵ年平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ 河川からの懸濁物質の流入や植物プランクトンの増殖による濁りの影響をみるために、表層を示しています。 
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② 経年変化 

 

 

  
九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 64 赤潮発生延べ件数（上）、赤潮発生延べ日数（下）の推移 

 
九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 65 赤潮発生規模別の件数の推移 
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注）有害種は渦鞭毛藻類の Kerenia brevis、Karenia mikimotoi、Heterocapsa circularisquama、Gymnodinium 

catenatum、ラフィド藻類の Heterosigma akashiwo、Chattonella spp.を集計 

九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 66 赤潮延べ発生日数（月別）の推移 

 
注）図中の黒太枠は有害種（渦鞭毛藻類；Kerenia brevis、Karenia mikimotoi、Gymnodinium catenatum、Heterocapsa 

circularisquama、ラフィド藻類；Heterosigma akashiwo、Chattonella spp.）を表しています。 

九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 67 赤潮延べ発生日数（割合）の推移  
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② 経年変化 

 

 

  
九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 64 赤潮発生延べ件数（上）、赤潮発生延べ日数（下）の推移 

 
九州海域の赤潮（水産庁九州漁業調整事務所）をもとに作成 

図 65 赤潮発生規模別の件数の推移 
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（４）底質の状況 

① 夏季の底質状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）強熱減量は、底質に含まれる有機物量などを表す指標のひとつです。 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 68 博多湾における底質の状況（令和 5年 8月）  
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② 経年変化 

 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 69 底質の CODsed の経年変化 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 70 底質の硫化物の経年変化 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 71 底質の強熱減量の経年変化 
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（４）底質の状況 

① 夏季の底質状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）強熱減量は、底質に含まれる有機物量などを表す指標のひとつです。 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 68 博多湾における底質の状況（令和 5年 8月）  

0
5

10
15
20

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-6 E-2

西部海域 中部海域 東部海域

CO
Ds

ed

（
m

g/
g乾

泥
）

0
200
400
600

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-6 E-2

西部海域 中部海域 東部海域

硫
化
物

（
m

g/
kg

乾
泥
）

0
3
6
9

12
15

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-6 E-2

西部海域 中部海域 東部海域

強
熱
減
量
（

%
）

0.0

2.0

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-6 E-2

西部海域 中部海域 東部海域

全
窒
素

（
m

g/
g乾

泥
）

0.0
0.2
0.4
0.6
0.8

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-6 E-2

西部海域 中部海域 東部海域

全
リ
ン

（
m

g/
g乾

泥
）

＊ 

資
料
編

資料 - 51



 

資料-52 

 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 72 底質の全窒素の経年変化 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 73 底質の全リンの経年変化 
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（５）貧酸素水塊の発生状況 

① 底泥直上の溶存酸素量の季節変化と分布 

図 74 底泥直上（海底上 0.1m）の溶存酸素量（DO）の調査地点 

 
        注）図中のグラフは各調査日で測定された各地点の値を海域毎に平均した値である。 

令和 5 年度博多湾環境保全計画に係るモニタリング業務委託報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 75 底泥直上（海底上 0.1m）の溶存酸素量の季節変化（令和 5年度） 

注）溶存酸素量の分布はそれぞれの地点において最も低下した日（6 月下旬～9月）の値を用いて、作成した。 

令和 5 年度博多湾環境保全計画に係るモニタリング業務委託報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 76 底泥直上（海底上 0.1m）の溶存酸素量の分布（令和 5年度の年間最低値）  
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福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 72 底質の全窒素の経年変化 

 
福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）、 

令和 5 年度博多湾水底質調査委託報告書(福岡市環境局)をもとに作成 

図 73 底質の全リンの経年変化 
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② 経年変化 

 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 77(1) 底泥直上の溶存酸素量の経年変化 
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福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 77(2) 底泥直上の溶存酸素量の経年変化 
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② 経年変化 

 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 77(1) 底泥直上の溶存酸素量の経年変化 
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福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 77(3) 底泥直上の溶存酸素量の経年変化 
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福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 77(4) 底泥直上の溶存酸素量の経年変化  
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福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 77(3) 底泥直上の溶存酸素量の経年変化 
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（６）博多湾の物質収支 

 

令和５年度博多湾環境保全対策検討業務委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 78 博多湾の COD、全窒素、全リンの収支（令和元年度） 
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４ 博多湾に生息・生育する生物 

（１）海藻・海草類 

 

福岡市環境局のデータをもとに作成  

図 79 今津、能古島、志賀島で出現した海藻・海草類の種数の推移 

注）”*”は調査なしを、”※”は 10cm 未満、”◇”はアマモが確認されなかったことを意味します。 

福岡市環境局のデータをもとに作成 

図 80 今津・能古島・志賀島におけるアマモの直立栄養枝長の推移 
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（６）博多湾の物質収支 

 

令和５年度博多湾環境保全対策検討業務委託報告書（福岡市環境局）をもとに作成 

図 78 博多湾の COD、全窒素、全リンの収支（令和元年度） 
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表 4 アマモ場のおおよその分布面積 

 

   注）”－”は調査なしを意味します。 

福岡市環境局のデータをもとに作成 
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注）”*”は調査なしを意味します。 

福岡市環境局のデータをもとに作成                  

図 81 アマモ場を利用する魚類の出現状況 能古島（上）、志賀島（下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市環境局のデータをもとに作成 

図 82 能古島・志賀島のアマモ場を利用する魚類と体長の大きさの経月変化 
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表 4 アマモ場のおおよその分布面積 

 

   注）”－”は調査なしを意味します。 
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（２）干潟生物（和白干潟） 

 

 

 

 

 

 

 

※：ホトトギスガイ 約 33,000個体/㎡、ウミニナ約 14,000個体/㎡ 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 83 干潟生物の種数・個体数・湿重量の経年変化  
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表 5(1) 和白干潟における干潟生物の出現種（令和 5年度） 

 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

  

調査地点　
種名 高潮帯 中潮帯 低潮帯 高潮帯 中潮帯 低潮帯

1 腔腸動物門 花虫綱 ｲｿｷﾞﾝﾁｬｸ目 ○
2 ﾑｼﾓﾄﾞｷｷﾞﾝﾁｬｸ科 ○
3 扁形動物門 渦虫綱 多岐腸目 ○ ○ ○ ○ ○
4 紐形動物門 無針綱 原始紐虫目 ｹﾌｧﾛﾂﾘｯｸｽ科 ○
5 異紐虫目 ○
6 ﾘﾈｳｽ科 ○
7 有針綱 針紐虫目 ○ ○ ○ ○
8 触手動物門 箒虫綱 箒虫目 ﾎｳｷﾑｼ科 Phoronis属 ○ ○
9 環形動物門 多毛綱 遊在目 ｳﾛｺﾑｼ科 マダラウロコムシ ○
10 ｻｼﾊﾞｺﾞｶｲ科 ホソミサシバ ○
11 Eteone属 ○ ○ ○ ○
12 マダラサシバ ○
13 ｵﾄﾋﾒｺﾞｶｲ科 ○ ○
14 Gyptis属 ○ ○
15 ｶｷﾞｺﾞｶｲ科 ニホンカギゴカイ ○
16 ハナオカカギゴカイ ○ ○
17 ｺﾞｶｲ科 コケゴカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
18 アシナガゴカイ ○ ○
19 ｼﾛｶﾞﾈｺﾞｶｲ科 ミナミシロガネゴカイ ○ ○ ○
20 ﾁﾛﾘ科 マキントシチロリ（Glycera subaenea ） ○ ○ ○ ○ ○
21 ｲｿﾒ科 イワムシ ○
22 定在目 ｽﾋﾟｵ科 カギノテスピオ ○ ○ ○
23 アミメオニスピオ ○ ○
24 Pseudopolydora属 ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 Polydora属 ○ ○
26 アカテンスピオ ○
27 ケンサキスピオ ○ ○ ○
28 ヤマトスピオ ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 Dipolydora属 ○
30 Prionospio pulchra ○ ○
31 ﾐｽﾞﾋｷｺﾞｶｲ科 ミズヒキゴカイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
32 ｵﾌｪﾘｱｺﾞｶｲ科 ツツオオフェリア（Armandia lanceolata ） ○ ○ ○ ○ ○
33 ｲﾄｺﾞｶｲ科 Capitella capitata ○ ○ ○
34 Capitella属 ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 Mediomastus属 ○ ○
36 Heteromastus属 ○ ○ ○
37 ﾌｻｺﾞｶｲ科 Amphitrite属 ○
38 チンチロフサゴカイ ○
39 ｹﾔﾘ科 Branchiomma属 ○
40 Sabella属 ○ ○
41 ｶﾝｻﾞｼｺﾞｶｲ科 ○ ○ ○
42 ナデシコカンザシ ○
43 エゾカサネカンザシ ○
44 トゲカンザシ ○ ○
45 貧毛綱 ○
46 ﾅｶﾞﾐﾐｽﾞ目 ｲﾄﾐﾐｽﾞ科 ○
47 軟体動物門 腹足綱 原始腹足目 ﾕｷﾉｶｻｶﾞｲ科 ヒメコザラガイ（ツボミガイ） ○ ○ ○ ○ ○ ○
48 中腹足目 ﾐｽﾞｺﾞﾏﾂﾎﾞ科 エドガワミズゴマツボ ○ ○ ○ ○ ○ ○
49 ﾜｶｳﾗﾂﾎﾞ科 カワグチツボ ○ ○ ○ ○ ○
50 ｻｻﾞﾅﾐﾂﾎﾞ科 サザナミツボ ○
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（２）干潟生物（和白干潟） 

 

 

 

 

 

 

 

※：ホトトギスガイ 約 33,000個体/㎡、ウミニナ約 14,000個体/㎡ 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 83 干潟生物の種数・個体数・湿重量の経年変化  
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表 5(2) 和白干潟における干潟生物の出現種（令和 5年度） 

 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

  

調査地点　
種名 高潮帯 中潮帯 低潮帯 高潮帯 中潮帯 低潮帯

51 軟体動物門 腹足綱 中腹足目 ｳﾐﾆﾅ科 ウミニナ（ホソウミニナ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 ウミニナ属 ○ ○ ○
53 新腹足目 ｵﾘｲﾚﾖﾌﾊﾞｲ科 アラムシロガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 異腹足目 ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 クレハガイ ○
55 腸紐目 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 Odostomia 属 ○
56 カゴメイトカケクチキレガイ ○
57 ヨコイトカケギリガイ ○
58 Paracingulina 属 ○
59 二枚貝綱 ｲｶﾞｲ目 ｲｶﾞｲ科 ホトトギスガイ ○ ○ ○ ○ ○
60 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ目 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ科 ナミマガシワガイ ○
61 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 マガキ ○
62 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ科 Cycladicama 属 ○ ○
63 ﾊﾞｶｶﾞｲ科 シオフキガイ ○ ○ ○
64 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 ユウシオガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ヒメシラトリガイ ○
66 ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 シズクガイ ○
67 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 ヒメカノコアサリ ○ ○
68 アサリ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 オキシジミガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ目 ｵｷﾅｶﾞｲ科 ソトオリガイ ○ ○ ○
71 節足動物門 甲殻綱 完胸目 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 シロスジフジツボ ○
72 アメリカフジツボ ○ ○ ○
73 根頭目 ﾅｶﾞﾌｸﾛﾑｼ科 ○ ○ ○
74 ｱﾐ目 ｱﾐ科 クロイサザアミ ○
75 等脚目 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 ムロミスナウミナナフシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
76 ｽﾅﾎﾘﾑｼ科 ヒガタスナホリムシ ○
77 ｺﾂﾌﾞﾑｼ科 ハバヒロコツブムシ ○
78 イソコツブムシ属（Gnorimosphaeroma  sp.） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79 ｴﾋﾞﾔﾄﾞﾘﾑｼ科 ヤドカリノハラヤドリ ○
80 節足動物門 甲殻綱 端脚目 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ科 モズミヨコエビ ○ ○ ○
81 Ampithoe 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○
82 Aoridae科 ニホンドロソコエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 アリアケドロクダムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 ウエノドロクダムシ ○
85 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 カマカヨコエビ属（Kamaka sp.） ○ ○
86 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 ヒゲツノメリタヨコエビ ○
87 シミズメリタヨコエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
88 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ科 Hyale 属 ○
89 十脚目 ﾔﾄﾞｶﾘ科 テナガツノヤドカリ ○ ○
90 ツノヤドカリ属（Diogenes  sp.） ○ ○ ○ ○
91 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 ユビナガホンヤドカリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
92 ｶﾞｻﾞﾐ科 タイワンガザミ ○ ○
93 ｲﾜｶﾞﾆ科 タカノケフサイソガニ ○ ○
94 ケフサイソガニ ○ ○ ○ ○
95 ｽﾅｶﾞﾆ科 コメツキガニ ○ ○
96 カニ類幼生（メガロパ） ○ ○
97 原索動物門 ﾎﾔ綱 ﾏﾒﾎﾞﾔ目 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ科 カタユウレイボヤ ○ ○
98 ﾏﾎﾞﾔ目 ｼﾛﾎﾞﾔ科 ○ ○
99 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 Molgula 属 ○
計 64 26 33 27 33 52 43 種数
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（３）カブトガニ 

① 卵塊・幼生（今津干潟） 

 
福岡市環境局のデータをもとに作成       

図 84 カブトガニの卵塊確認地点数の経年変化 

 

 
福岡市環境局のデータをもとに作成        

図 85 カブトガニの幼生※数の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
※ カブトガニの幼生は卵がふ化した後、干潟に生息しています。幼生は脱皮を繰り返しながら約 5 年かけて成長し、干潟か

ら沖合へ移動して、亜成体となります。亜成体が脱皮を繰り返しながらさらに約 10 年かけて成長し、脱皮しなくなると

成体になります。 

休憩所前

瑞梅寺川・
江の口川河口

休憩所前

瑞梅寺川・
江の口川河口
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表 5(2) 和白干潟における干潟生物の出現種（令和 5年度） 

 

福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

  

調査地点　
種名 高潮帯 中潮帯 低潮帯 高潮帯 中潮帯 低潮帯

51 軟体動物門 腹足綱 中腹足目 ｳﾐﾆﾅ科 ウミニナ（ホソウミニナ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
52 ウミニナ属 ○ ○ ○
53 新腹足目 ｵﾘｲﾚﾖﾌﾊﾞｲ科 アラムシロガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
54 異腹足目 ｲﾄｶｹｶﾞｲ科 クレハガイ ○
55 腸紐目 ﾄｳｶﾞﾀｶﾞｲ科 Odostomia 属 ○
56 カゴメイトカケクチキレガイ ○
57 ヨコイトカケギリガイ ○
58 Paracingulina 属 ○
59 二枚貝綱 ｲｶﾞｲ目 ｲｶﾞｲ科 ホトトギスガイ ○ ○ ○ ○ ○
60 ｳｸﾞｲｽｶﾞｲ目 ﾅﾐﾏｶﾞｼﾜｶﾞｲ科 ナミマガシワガイ ○
61 ｲﾀﾎﾞｶﾞｷ科 マガキ ○
62 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ目 ﾌﾀﾊﾞｼﾗｶﾞｲ科 Cycladicama 属 ○ ○
63 ﾊﾞｶｶﾞｲ科 シオフキガイ ○ ○ ○
64 ﾆｯｺｳｶﾞｲ科 ユウシオガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
65 ヒメシラトリガイ ○
66 ｱｻｼﾞｶﾞｲ科 シズクガイ ○
67 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ科 ヒメカノコアサリ ○ ○
68 アサリ ○ ○ ○ ○ ○ ○
69 オキシジミガイ ○ ○ ○ ○ ○ ○
70 ｳﾐﾀｹｶﾞｲﾓﾄﾞｷ目 ｵｷﾅｶﾞｲ科 ソトオリガイ ○ ○ ○
71 節足動物門 甲殻綱 完胸目 ﾌｼﾞﾂﾎﾞ科 シロスジフジツボ ○
72 アメリカフジツボ ○ ○ ○
73 根頭目 ﾅｶﾞﾌｸﾛﾑｼ科 ○ ○ ○
74 ｱﾐ目 ｱﾐ科 クロイサザアミ ○
75 等脚目 ｽﾅｳﾐﾅﾅﾌｼ科 ムロミスナウミナナフシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
76 ｽﾅﾎﾘﾑｼ科 ヒガタスナホリムシ ○
77 ｺﾂﾌﾞﾑｼ科 ハバヒロコツブムシ ○
78 イソコツブムシ属（Gnorimosphaeroma  sp.） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
79 ｴﾋﾞﾔﾄﾞﾘﾑｼ科 ヤドカリノハラヤドリ ○
80 節足動物門 甲殻綱 端脚目 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾖｺｴﾋﾞ科 モズミヨコエビ ○ ○ ○
81 Ampithoe 属 ○ ○ ○ ○ ○ ○
82 Aoridae科 ニホンドロソコエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
83 ﾄﾞﾛｸﾀﾞﾑｼ科 アリアケドロクダムシ ○ ○ ○ ○ ○ ○
84 ウエノドロクダムシ ○
85 ｲｼｸﾖｺｴﾋﾞ科 カマカヨコエビ属（Kamaka sp.） ○ ○
86 ﾒﾘﾀﾖｺｴﾋﾞ科 ヒゲツノメリタヨコエビ ○
87 シミズメリタヨコエビ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
88 ﾓｸｽﾞﾖｺｴﾋﾞ科 Hyale 属 ○
89 十脚目 ﾔﾄﾞｶﾘ科 テナガツノヤドカリ ○ ○
90 ツノヤドカリ属（Diogenes  sp.） ○ ○ ○ ○
91 ﾎﾝﾔﾄﾞｶﾘ科 ユビナガホンヤドカリ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
92 ｶﾞｻﾞﾐ科 タイワンガザミ ○ ○
93 ｲﾜｶﾞﾆ科 タカノケフサイソガニ ○ ○
94 ケフサイソガニ ○ ○ ○ ○
95 ｽﾅｶﾞﾆ科 コメツキガニ ○ ○
96 カニ類幼生（メガロパ） ○ ○
97 原索動物門 ﾎﾔ綱 ﾏﾒﾎﾞﾔ目 ﾕｳﾚｲﾎﾞﾔ科 カタユウレイボヤ ○ ○
98 ﾏﾎﾞﾔ目 ｼﾛﾎﾞﾔ科 ○ ○
99 ﾌｸﾛﾎﾞﾔ科 Molgula 属 ○
計 64 26 33 27 33 52 43 種数
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② 亜成体・成体（博多湾全体） 

 

福岡市環境局のデータをもとに作成     

図 86 博多湾における成体および亜成体の捕獲個体数の経年変化 

 

 

表 6 亜成体・成体の年齢別出現状況 

（体盤幅と歳との関係より年齢を推定） 

 

注）表中の年齢は前体幅と年齢との関係をもとに、捕獲されたカブトガニの前体幅より年齢を推定して、各世代

の出現の有無を整理しました。 

福岡市環境局のデータをもとに作成      
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出典：令和 5 年度博多湾環境保全計画モニタリング業務委託報告書（福岡市環境局）     

図 87 成体・亜成体の捕獲場所（上：令和 5年度、下：平成 9年度～令和 4年度） 

 

出典：令和 5 年度博多湾環境保全計画モニタリング業務委託報告書（福岡市環境局）     

図 88 過年度に放流したカブトガニの成体再捕獲位置  
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② 亜成体・成体（博多湾全体） 

 

福岡市環境局のデータをもとに作成     

図 86 博多湾における成体および亜成体の捕獲個体数の経年変化 

 

 

表 6 亜成体・成体の年齢別出現状況 

（体盤幅と歳との関係より年齢を推定） 

 

注）表中の年齢は前体幅と年齢との関係をもとに、捕獲されたカブトガニの前体幅より年齢を推定して、各世代

の出現の有無を整理しました。 
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（４）アサリ 

① 浮遊幼生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 89(1) アサリ浮遊幼生の個体数密度の経年変化 
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図 89(2) アサリ浮遊幼生の個体数密度の経年変化 
 

② 室見川河口干潟、多々良川河口干潟の稚貝、成貝 

           注）図中の個体数は室見川河口干潟全体の推定個体数です。 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成         

図 90 室見川河口干潟におけるアサリ稚貝・成貝の個体数の推移 

 
     注）図中の個体数は多々良川河口干潟全体の推定個体数です。 
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図 91 多々良川河口干潟におけるアサリ稚貝・成貝の個体数の推移  
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図 89(1) アサリ浮遊幼生の個体数密度の経年変化 
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福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 92 稚貝の分布状況（室見川河口干潟） 

 

 

 

 

 

 

 

  

資
料
編

資料 - 70



 

資料-71 

 

 

H22 年 H23 年 H24 年 H25 年 
8 月 2 月 8 月 3 月 8 月 3 月 8 月 

       
H26 年 H27 年 H28 年 

3 月 7 月 2 月 6 月 2 月 6 月 11 月 

       
H29 H30 年 R 元年 R2 年 

6 月 11 月 5 月 10 月 5 月 11 月 6 月 

       
R2 年 R3 年 R4 年 R5 年 
10 月 5 月 10 月 5 月 10 月 5 月 10 月 

       
       

      
      

福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 93 成貝の分布状況（室見川河口干潟） 
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福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 92 稚貝の分布状況（室見川河口干潟） 
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図 94 稚貝の分布状況（多々良川河口干潟） 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 95 成貝の分布状況（多々良川河口干潟） 
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福岡市農林水産局、福岡市環境局のデータをもとに作成         

図 96(1) アサリの殻長分布（室見川河口干潟）  
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図 94 稚貝の分布状況（多々良川河口干潟） 
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図 95 成貝の分布状況（多々良川河口干潟） 
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図 96(2) アサリの殻長分布（室見川河口干潟）  
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図 97 底生生物の種数・個体数・湿重量の経年変化（C-1、C-9）  
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図 96(2) アサリの殻長分布（室見川河口干潟）  
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図 98 底生生物の種数・個体数・湿重量の経年変化（E-6、IM-3）  
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５ 博多湾への鳥類の飛来状況 

 

   

 

注 1）図中の個体数は、3月～翌 2 月の毎月 1 回（平成 17～20 年度は 6 月と 8 月、令和元～5 年度は 6 月、7 月、8月、10

月を除く）調査した個体数のうち、個体数が最も多かった月の個体数です。種数は 1 年間で確認された鳥類の種類数

です。 

注 2)主な種は、平成 17年度～令和 5 年度の各月の個体数を種別に合計し、合計個体数の上位 3種を類別に抽出しました。 

福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 99 博多湾への鳥類の飛来状況 
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福岡市環境局、福岡市港湾空港局のデータをもとに作成 

図 98 底生生物の種数・個体数・湿重量の経年変化（E-6、IM-3）  
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６ 市民による博多湾の利用 

（１）親水空間としての博多湾の利用 

 

図 100 沿岸域の利用状況 

 

 

 

（２）百道浜海浜公園の来客数 

 
福岡市港湾空港局のデータをもとに作成        

図 101 百道浜海浜公園の来客数 
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（３）エコパークゾーンの水域利用 

 

 
出典：福岡市港湾空港局ホームページ   

図 102 エコパークゾーン水域利用ルールブック 
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６ 市民による博多湾の利用 

（１）親水空間としての博多湾の利用 

 

図 100 沿岸域の利用状況 

 

 

 

（２）百道浜海浜公園の来客数 

 
福岡市港湾空港局のデータをもとに作成        

図 101 百道浜海浜公園の来客数 
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（４）アイランドシティはばたき公園の市民見学会等の実施状況 

 

福岡市港湾空港局ホームページをもとに作成         

図 103 アイランドシティはばたき公園の市民見学会等の実施状況の推移（供用前） 
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７ 漁業による博多湾の利用 

（１）博多湾沿岸漁業 

福岡県農林水産部の提供データをもとに作成 

図 104 博多湾内の区画漁業権免許状況（令和７年９月時点） 

注 1）湾内と湾口湾外の区分は、魚介類が漁獲された場所ではなく、 

統計区分上漁港・船溜まりが湾内か湾口湾外によって区分したものです。 

注 2）浜崎今津は、姪浜の出張所です。 

注 3）湾口湾外漁港には、ほかに小呂島があります。 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成 

図 105 博多湾の漁港・船溜まり（令和 4年度）  
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（４）アイランドシティはばたき公園の市民見学会等の実施状況 

 

福岡市港湾空港局ホームページをもとに作成         

図 103 アイランドシティはばたき公園の市民見学会等の実施状況の推移（供用前） 
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（２）漁業生産 

 

注 1）湾口湾外の生産量は小呂島分を含みます。 

注 2）平成 18 年以前の湾内の生産量は、ノリの生産量のみ枚数で集計していたため、枚数を重量に換算して（30 枚を 1kg に

換算）、生産量を再集計しています。 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成  

図 106 沿岸漁業生産量の推移 
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福岡市農林水産局のデータをもとに作成  

図 107 食性別魚類の漁獲量の推移 

 

注）図中のカニは魚食性、エビはその他（プランクトン食、魚食以外）の食性の水産動物です。 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成  

図 108 食性別その他水産動物の漁獲量の推移 

 
福岡市農林水産局のデータをもとに作成  

図 109 アサリの漁獲量の推移 

 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成  

図 110 海藻類の漁獲量の推移  
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（２）漁業生産 

 

注 1）湾口湾外の生産量は小呂島分を含みます。 

注 2）平成 18 年以前の湾内の生産量は、ノリの生産量のみ枚数で集計していたため、枚数を重量に換算して（30 枚を 1kg に

換算）、生産量を再集計しています。 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成  

図 106 沿岸漁業生産量の推移 
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 【T-P と漁獲量の関係】 【PO4-P と漁獲量の関係】 【chl-a と漁獲量の関係】 

【
通
年
】 

   

【
春
季
】 

   

【
夏
季
】 

   

【
秋
季
】 

   

【
冬
季
】 

   

注）図中の赤枠は、有意な（p<0.05）相関を意味します。 

福岡市農林水産局のデータ、福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）をもとに作成  

図 111 リン及び chl-aとプランクトン食魚類の漁獲量の関係  
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出典：福岡県水産海洋技術センター提供資料        

図 112 ノリ養殖漁場における栄養塩類濃度（全点平均値）の推移（令和 5年度） 

 

 

 

出典：福岡県水産海洋技術センター提供資料        

図 113 ワカメ養殖漁場における栄養塩類濃度（DIP）の推移（令和 5年度）  
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 【T-P と漁獲量の関係】 【PO4-P と漁獲量の関係】 【chl-a と漁獲量の関係】 

【
通
年
】 

   

【
春
季
】 

   

【
夏
季
】 

   

【
秋
季
】 

   

【
冬
季
】 

   

注）図中の赤枠は、有意な（p<0.05）相関を意味します。 

福岡市農林水産局のデータ、福岡市水質測定結果報告書（福岡市環境局）をもとに作成  

図 111 リン及び chl-aとプランクトン食魚類の漁獲量の関係  
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福岡県水産海洋技術センターのデータをもとに作成  

図 114 季節別管理運転の試行前後における PO4-Pの経月変化 

 

 

 
福岡県水産海洋技術センターのデータをもとに作成  

図 115 季節別管理運転の試行前後における DINの経月変化 
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注）図中の「前」は試行前（平成 22～平成 24年度）、「後」は試行後（平成 25～令和 4年度）を意味します。 

福岡県水産海洋技術センターのデータをもとに作成  

図 116 季節別管理運転の試行前後における PO4-P濃度別出現頻度の経月変化 

 

 

福岡市農林水産局のデータをもとに作成         

図 117 季節別管理運転の試行前後におけるノリ漁獲量の経月変化 
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福岡県水産海洋技術センターのデータをもとに作成  

図 114 季節別管理運転の試行前後における PO4-P の経月変化 

 

 

 
福岡県水産海洋技術センターのデータをもとに作成  

図 115 季節別管理運転の試行前後における DINの経月変化 
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８ 港湾 

（１）博多港港湾区域の範囲 

出典：福岡市港湾空港局データ 

図 118 港湾施設 

 

（２）取扱貨物量 

福岡市港湾空港局ホームページをもとに作成 

図 119 博多港における取扱貨物量の推移 

 
福岡市港湾空港局ホームページをもとに作成 

図 120 博多港における国際海上コンテナ取扱個数の推移  
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（３）クルーズ客船 

福岡市港湾空港局ホームページをもとに作成            

図 121 博多港におけるクルーズ客船の寄港数の推移 

（４）埋立の変遷 

出典：福岡市港湾空港局データ           

図 122 博多湾沿岸部の埋立の変遷 
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（１）博多港港湾区域の範囲 

出典：福岡市港湾空港局データ 

図 118 港湾施設 

 

（２）取扱貨物量 

福岡市港湾空港局ホームページをもとに作成 

図 119 博多港における取扱貨物量の推移 
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９ 閉鎖性海域における問題点の関係図 
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10 パブリックコメントの概要 

博多湾環境保全計画（第三次）の策定にあたり、広く市民の意見を反映させるため、原案の内容を

公表し、市民意見の募集を行った。 

 

○意見募集期間  ：2025（令和７）年６月 26日（木）～2025（令和７）年７月 25日（金） 

○閲覧・配布場所 ：環境局環境調整課、情報公開室、情報プラザ、各区役所、入部出張所、 

西部出張所 

○意見提出の方法：郵送、ファックス、電子メール、オンライン回答、閲覧・配布場所への持参 

○周知方法      ：市政だより、福岡市ホームページ 

○意見の提出状況： 

  １）意見提出者数     3 人 

２）意見の件数      14 件 

  【内訳】 

 

○意見に対する対応 

  １）意見趣旨に基づいて原案を修正したもの   2 件 

２）意見趣旨に基づく原案の修正がないもの   7 件 

３）意見趣旨が原案に記載されているもの     3 件 

４）その他（計画に関係しない個別の取組み等への要望・提案や質問など）   2 件 

 

 ※詳細は福岡市ホームページに掲載しています。 

  

 

 

 

  

分類 件数 

計画総論 2 件  

第１章 計画策定にあたって 0 件  

第２章 博多湾環境保全計画（第二次）の現状と課題 2 件  

第３章 博多湾環境保全計画（第三次）がめざすもの 4 件  

第４章 計画の推進体制 2 件  

第５章 各主体の役割 3 件  

その他 1 件  

合計 14 件  
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９ 閉鎖性海域における問題点の関係図 
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11 計画策定までの流れ 

○計画策定に関する審議経過等 

年月日 会議等・審議内容 

2024（令和６）年 

  1 月 29日 

博多湾環境保全計画推進委員会 

  ・第二次計画の評価・課題整理 

 2 月 21日 
福岡市議会 生活環境委員会 

  ・計画策定着手の報告 

5 月 20日 
福岡市環境審議会 

  ・計画策定着手の報告 

8 月  8 日 
博多湾環境保全計画推進委員会 

  ・第三次計画の方向性の検討 

11 月 21日 
博多湾環境保全計画推進委員会 

・第三次計画の方向性の検討 

2025（令和７）年 

  2 月  3 日 

博多湾環境保全計画推進委員会 

  ・計画骨子案の検討 

4 月 25日 
博多湾環境保全計画推進委員会 

  ・計画素案の検討 

5 月 12日 
福岡市環境審議会 

  ・計画素案の報告 

  6 月 17日 
福岡市議会 生活環境委員会 

  ・計画原案の報告 

8 月 18日 
博多湾環境保全計画推進委員会 

・原案に対する市民意見への対応 

9 月       策定 
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12 博多湾環境保全計画推進委員会 

（１）設置要綱 

（目 的） 

第１条 博多湾の水質を保全し、博多湾の持つ豊かな自然環境の保全・再生及び創造を推進するため、

博多湾環境保全計画推進委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 

（所掌事務） 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事項について検討を行うものとする。 

(1) 博多湾環境保全計画の進行管理に関すること 

(2) 博多湾の環境の状況を把握するための調査に関すること 

(3) 博多湾の環境保全に係る課題解決に向けた調査・研究に関すること 

(4) その他博多湾の環境保全のために必要と認められる事項 

 

（委 員） 

第３条 委員は、次の各号に掲げる者から、市長が任命する。 

(1) 関係行政機関の職員 

(2) 関係団体に所属する者 

(3) 学識経験を有する者 

(4) その他第１条の目的達成のために必要な知識、経験を有すると認められる者 

２ 前項第 1 号及び第 2 号の委員に事故があるときは、その代理者が委員の職務を行うことができる。 

 

（任 期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、前任者の残

任期間とする。 

 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 

２ 委員長は、委員のうちから互選する。 

３ 副委員長は、委員長が指名する。 

４ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

５ 副委員長は委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 

（会 議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が召集し、委員長がその議長となる。 

２ 委員長は、会議を招集する時は、開催日時、場所及び会議に付する事案を委員に事前に通知するもの

とする。 

３ 委員長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の会議への出席を求め、説明又は意見を聞くこと

ができる。 
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11 計画策定までの流れ 

○計画策定に関する審議経過等 

年月日 会議等・審議内容 
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博多湾環境保全計画推進委員会 

・第三次計画の方向性の検討 

2025（令和７）年 

  2 月  3 日 

博多湾環境保全計画推進委員会 

  ・計画骨子案の検討 

4 月 25日 
博多湾環境保全計画推進委員会 

  ・計画素案の検討 

5 月 12日 
福岡市環境審議会 

  ・計画素案の報告 

  6 月 17日 
福岡市議会 生活環境委員会 

  ・計画原案の報告 

8 月 18日 
博多湾環境保全計画推進委員会 

・原案に対する市民意見への対応 

9 月       策定 
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（事務局） 

第７条 委員会の事務を処理するため、以下に掲げる者で事務局を構成する。 

(1) 農林水産局水産部水産振興課 

(2) 道路下水道局計画部下水道計画課 

(3) 港湾空港局港湾計画部みなと環境政策課 

(4) 環境局環境監理部環境調整課 

２ 事務局の庶務は、環境局環境監理部環境調整課で行う。 

 

（委 任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。 

 

附 則 

この要綱は、平成２０年９月３日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２１年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２２年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、平成３１年４月１日から施行する。 
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（２）委員名簿 

         氏 名                     所属等 

  【学識経験者】（50音順） 

   ● 伊豫岡 宏樹     九州産業大学建築都市工学部 准教授 

   ◎ 楠田   哲也     九州大学 名誉教授 

      栗原     暁     九州大学大学院農学研究院 助教 

   ○ 小島   治幸     九州共立大学 名誉教授 

      田畑   俊範     九州大学大学院農学研究院 助教 

      内藤 佳奈子     県立広島大学生物資源科学部 准教授 

      松山   倫也     九州大学大学院農学研究院 特任教授 

  【関係団体】 

      半田   孝之     福岡市漁業協同組合 副組合長理事 

      菊水   之恵     日本野鳥の会福岡支部 幹事 

      角     博美     特定非営利活動法人 はかた夢松原の会 副理事長 

      中村   雅之     株式会社海の中道海洋生態科学館 館長 

  【関係行政機関】  

      池浦     繁     福岡県水産海洋技術センター 漁業環境課長 （～令和７年３月３１日） 

上田     拓     福岡県水産海洋技術センター 漁業環境課長 （令和７年４月 8日～） 

   （◎ 委員長、○ 副委員長、令和７年７月末まで） 

 （◎ 委員長、● 副委員長、令和７年８月末現在） 
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第第２２章章  施施策策のの効効果果検検討討及及びび気気候候変変動動にによよるる影影響響予予測測結結果果  
（１）潮流・水質シミュレーションモデルの内容 

・モデルの種類 ：気温や全天日射量の増減、降雨の有無、大潮・小潮などの潮の干満など、時々刻々と変

化する気象や潮汐などの変動に伴う潮流・水質の変動を計算し、降雨など陸域からの負

荷に伴う窒素やリンの増加、植物プランクトンの増加・減少、底泥からの溶出量の増加・

減少、貧酸素水塊の発生などを表現するカレンダーモデル 

・モデルの概要 ：流動モデル（①）と水質モデル（②）から構成 

①流動モデルは、潮汐流、吹送流、密度流を考慮 

②水質モデルは、水質・底質間の物質循環を考慮※（図 123） 

・計算格子幅  ：［博多湾全域］300m 

 （図 124）    （出水の影響は湾口部まで及ぶため、玄界灘を含めた範囲） 

            ［能古島以南・以東海域］100m 

（貧酸素水塊が主に発生する浅海域の格子幅を細分化） 

・鉛直方向の層数：（水相）15層（貧酸素水塊を表現するため、浅海域の層を細分化） 

              （底泥）２層（底泥表層５cmを対象に分割） 

 

図 123 水質モデルの概念図  
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図 124 計算対象範囲（上段）及び計算格子、検討結果の対象地点（下段） 
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図 123 水質モデルの概念図  
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（２）予測ケースの内容 

博多湾の潮流・水質シミュレーションモデルを使って、施策の効果検討及び気候変動による影響につ

いて予測を行った。予測ケースは表７に示すとおりであり、基本ケース（令和 16 年度）としてケース①、

施策の効果検討としてケース②～⑦、気候変動による影響としてケース⑧、⑨を設定した。 

基本ケースは現状から施策の変更がない場合であり、現況年度（令和元年度）からの令和 16年度

にかけての変化として、流域人口の増加に伴う下水放流量の増加、中央航路の拡幅、窪地の埋め戻し

の完了を考慮した。ケース②～⑨は基本ケースをベースとして、流入負荷量の変化など、ケースの内容

に応じて設定を変更した。表７に示すケースのうち、下水処理場からの流入負荷量に変化があるケース

①～⑥について、現況年度の令和元年度とあわせて、流入負荷量を比較した結果を図 126 に示す。令

和元年度から令和 16年度にかけて、流域人口の増加に伴う下水放流量の増加によって、流入負荷量

は増加している。 

表７ 予測ケースの内容 

ケース名 内容 

基本ケース ケース① 現状から施策の変更がない場合（下水放流水質濃度は表８のとおり） 

施策の効果

検討 

ケース② 下水の高度処理の導入（窒素・リンの同時除去） 

COD：8.0mg/L、T-N：9.0mg/L、T-P：0.4mg/L 

ケース③ 西部ＴＣの季節別運転管理を実施しない 

ケース④ 西部ＴＣの季節別運転管理（春・夏：0.3mg/L、秋・冬：0.8mg/L） 

ケース⑤ 市４ＴＣ（西戸崎、和白、中部、西部）のリン放流濃度：通年 0.4mg/L  

ケース⑥ 集落排水（宮浦、小田、弘）の水質運転管理（通年排水基準の 1/2 値（COD：

80mg/L、T-N：60mg/L、T-P：8mg/L）で管理） 

ケース⑦ 覆砂を５月に実施（実施箇所は図 125の３箇所（各 300ha、覆砂厚 50cm）） 

気候変動に

よる影響 

ケース⑧ 気温：4.1℃、潮位：0.71m上昇(RCP8.5) 

ケース⑨ 気温：1.3℃、潮位：0.39m上昇(RCP2.6) 

※ＴＣ：Treatment Center（水処理センター） 

図 125 覆砂の実施箇所

注：図中の黄色範囲が 

  覆砂の実施箇所 
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図 126 博多湾へ流入する COD、T-N、T-P負荷量の比較  
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（２）予測ケースの内容 

博多湾の潮流・水質シミュレーションモデルを使って、施策の効果検討及び気候変動による影響につ

いて予測を行った。予測ケースは表７に示すとおりであり、基本ケース（令和 16 年度）としてケース①、

施策の効果検討としてケース②～⑦、気候変動による影響としてケース⑧、⑨を設定した。 

基本ケースは現状から施策の変更がない場合であり、現況年度（令和元年度）からの令和 16年度

にかけての変化として、流域人口の増加に伴う下水放流量の増加、中央航路の拡幅、窪地の埋め戻し

の完了を考慮した。ケース②～⑨は基本ケースをベースとして、流入負荷量の変化など、ケースの内容

に応じて設定を変更した。表７に示すケースのうち、下水処理場からの流入負荷量に変化があるケース

①～⑥について、現況年度の令和元年度とあわせて、流入負荷量を比較した結果を図 126 に示す。令

和元年度から令和 16年度にかけて、流域人口の増加に伴う下水放流量の増加によって、流入負荷量

は増加している。 

表７ 予測ケースの内容 

ケース名 内容 

基本ケース ケース① 現状から施策の変更がない場合（下水放流水質濃度は表８のとおり） 

施策の効果

検討 

ケース② 下水の高度処理の導入（窒素・リンの同時除去） 

COD：8.0mg/L、T-N：9.0mg/L、T-P：0.4mg/L 

ケース③ 西部ＴＣの季節別運転管理を実施しない 

ケース④ 西部ＴＣの季節別運転管理（春・夏：0.3mg/L、秋・冬：0.8mg/L） 

ケース⑤ 市４ＴＣ（西戸崎、和白、中部、西部）のリン放流濃度：通年 0.4mg/L  

ケース⑥ 集落排水（宮浦、小田、弘）の水質運転管理（通年排水基準の 1/2 値（COD：

80mg/L、T-N：60mg/L、T-P：8mg/L）で管理） 

ケース⑦ 覆砂を５月に実施（実施箇所は図 125の３箇所（各 300ha、覆砂厚 50cm）） 

気候変動に

よる影響 

ケース⑧ 気温：4.1℃、潮位：0.71m上昇(RCP8.5) 

ケース⑨ 気温：1.3℃、潮位：0.39m上昇(RCP2.6) 

※ＴＣ：Treatment Center（水処理センター） 

図 125 覆砂の実施箇所

注：図中の黄色範囲が 

  覆砂の実施箇所 
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表８ 基本ケースにおける下水放流水質濃度（令和元年度の放流水質）

 
注１：中部水処理センターではＡ系列とＢ系列の２つに振り分けて処理している。 

注２：各水処理センターの右側欄の濃度は春（４～６月）、夏（７～９月）、秋（10～12 月）、冬（１～３月）の平均放流 

   水質濃度である。 

  

単位：mg/L

4月 5.9  11.0  11.0  12.5  11.0  11.0  7.6  7.4  7.9  

5月 5.3  10.5  10.0  12.5  12.0  10.5  8.2  7.6  7.1  

6月 5.5  8.9  10.4  12.0  12.0  10.5  8.2  6.8  6.7  

7月 5.9  11.0  9.5  12.0  12.0  8.6  7.7  7.1  7.0  

8月 5.6  9.9  7.6  8.1  10.0  6.8  7.2  6.2  6.2  

9月 3.9  9.7  8.1  9.6  9.7  7.2  7.1  6.9  6.0  

10月 5.2  9.8  9.7  11.0  10.0  8.2  7.5  7.1  6.3  

11月 5.9  11.0  10.0  11.5  10.0  9.4  8.0  7.5  6.8  

12月 5.3  11.0  10.5  11.0  10.4  9.8  7.9  7.0  7.0  

1月 4.8  10.1  11.0  11.5  10.2  9.9  7.9  7.3  6.6  

2月 5.3  9.4  11.5  12.0  11.5  10.5  7.3  7.4  6.9  

3月 5.7  11.0  11.5  11.5  12.5  9.1  6.9  7.2  6.7  

年平均

4月 18.5  25.8  18.7  26.9  36.5  24.5  4.1  9.8  8.7  

5月 17.3  24.8  19.4  26.3  30.9  22.1  4.4  9.3  9.1  

6月 18.0  25.4  19.9  26.3  31.4  20.0  4.9  9.9  7.8  

7月 17.9  22.5  18.4  29.4  19.1  19.9  4.4  8.3  8.1  

8月 16.5  16.7  11.0  15.2  16.0  12.4  3.9  6.7  9.1  

9月 8.2  16.6  12.9  22.5  19.8  15.4  4.3  8.0  8.1  

10月 13.3  22.5  17.3  32.1  23.8  19.3  4.7  9.7  9.1  

11月 14.8  22.3  18.4  34.0  22.1  22.1  4.2  9.8  9.3  

12月 14.7  21.9  18.8  32.4  21.9  23.9  4.6  10.0  8.7  

1月 14.2  24.2  20.3  34.0  22.5  26.2  4.7  10.1  8.6  

2月 14.5  23.7  20.3  35.2  24.4  24.8  4.6  9.3  8.1  

3月 14.8  23.8  22.8  34.5  25.1  26.5  4.2  9.5  8.5  

年平均

4月 0.29 0.21 0.19 0.13 0.19 0.28 0.09 1.55 0.44

5月 0.09 0.20 0.18 0.23 0.22 0.21 0.10 1.10 0.32

6月 0.13 0.27 0.16 0.24 0.30 0.33 0.09 1.00 0.08

7月 0.30 0.23 0.28 0.35 0.18 0.21 0.08 0.95 0.21

8月 0.16 0.23 0.24 0.21 0.19 0.18 0.08 0.85 0.93

9月 0.29 0.33 0.32 0.24 0.20 0.22 0.08 0.70 0.23

10月 0.28 0.22 0.19 0.22 0.16 0.43 0.10 0.70 0.42

11月 0.21 0.19 0.25 0.26 0.13 1.39 0.15 0.95 0.20

12月 0.15 0.22 0.28 0.31 0.17 0.67 0.20 1.30 0.11

1月 0.23 0.20 0.33 0.37 0.27 0.81 0.10 1.00 0.32

2月 0.24 0.22 0.30 0.39 0.30 0.97 0.12 0.85 0.48

3月 0.19 0.26 0.37 0.24 0.43 0.35 0.23 0.80 0.24

年平均
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0.88

0.28

0.46

0.24
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0.27
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0.83
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0.09
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0.25

0.21
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（３）施策の効果検討結果 

１）環境基準との比較 

図 124に示した環境基準点における環境基準との比較を表９に示す。 

COD：下水の高度処理を導入した場合（ケース②）、内部生産量が減少し、環境基準を達成する地点

が２地点増加する。 

市４ＴＣ（水処理センター）のリン放流濃度を0.4mg/L とした場合（ケース⑤）、東部海域のE-2

の 75%値がわずかに上昇し、環境基準を達成する地点数が減少する。 

その他のケースでは COD75%値のわずかな増減はあるものの、環境基準を達成する地点数は

変わらない。 

T-N：いずれのケースも、全ての海域で環境基準を達成する。地点ごとにみると、下水の高度処理を導

入した場合（ケース②）、T-N 負荷量が大きく低下するため、いずれの地点も環境基準を満足す

るようになる。 

その他のケースでは、水質に変化はみられず、環境基準を満足する地点数は変わらない。 

T-P：いずれのケースも、全ての海域で環境基準を達成する。地点ごとにみると、西部ＴＣの季節別運転

管理（ケース④）、市４ＴＣのリン放流濃度を 0.4mg/L とした場合（ケース⑤）では、リン濃度が

上昇するものの、全てのケースでいずれの地点も環境基準を満足する。 

 

表９(1) 環境基準との比較 

 
注：表中の黄色は環境基準値を超過したことを示す。なお、環境基準の達成状況は 75%値で評価。 

 

 

 
注：表中の黄色は環境基準値を超過したことを示す。なお、環境基準の達成状況は海域で評価。 

 

  

単位：mg/L

COD全層75%値、年平均値

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-2 E-6

現況値(実測値) 1.3 2.2 2.4 2.5 2.7 2.7 3.0 3.2

① 基本ケース 1.3 2.3 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

② 下水の高度処理の導入 1.2 2.0 2.2 2.3 2.4 2.4 2.7 2.8

③ 季節別管理運転なし 1.3 2.3 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

④ 西部TC(春・夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 1.3 2.3 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 1.3 2.3 2.6 2.7 2.8 2.8 3.2 3.4

⑥ 集落排水の水質運転管理 1.3 2.3 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

⑦ 覆砂 1.3 2.2 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

現況値(実測値) 1.3 2.0 2.1 2.3 2.4 2.4 2.5 2.5
① 基本ケース 1.3 2.0 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.6
② 下水の高度処理の導入 1.3 1.8 1.9 2.1 2.1 2.1 2.3 2.2
③ 季節別管理運転なし 1.3 2.0 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.5
④ 西部TC(春・夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 1.3 2.1 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.6
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 1.4 2.1 2.2 2.4 2.5 2.6 2.7 2.6
⑥ 集落排水の水質運転管理 1.3 2.1 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.6
⑦ 覆砂 1.3 2.0 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.5

年
平
均
値

西部海域 中部海域 東部海域

7
5
%
値

単位：mg/L

T-N表層年平均値

W-3 W-6 W-7 平均 C-1 C-4 C-10 平均 E-2 E-6 平均

現況値(実測値) 0.15 0.29 0.32 0.25 0.36 0.42 0.42 0.40 0.53 0.59 0.56

① 基本ケース 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

② 下水の高度処理の導入 0.12 0.21 0.22 0.18 0.25 0.29 0.29 0.28 0.38 0.41 0.40

③ 季節別管理運転なし 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

④ 西部TC(春・夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

⑥ 集落排水の水質運転管理 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

⑦ 覆砂 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

西部海域 中部海域 東部海域
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表８ 基本ケースにおける下水放流水質濃度（令和元年度の放流水質）

 
注１：中部水処理センターではＡ系列とＢ系列の２つに振り分けて処理している。 

注２：各水処理センターの右側欄の濃度は春（４～６月）、夏（７～９月）、秋（10～12 月）、冬（１～３月）の平均放流 

   水質濃度である。 

  

単位：mg/L

4月 5.9  11.0  11.0  12.5  11.0  11.0  7.6  7.4  7.9  

5月 5.3  10.5  10.0  12.5  12.0  10.5  8.2  7.6  7.1  

6月 5.5  8.9  10.4  12.0  12.0  10.5  8.2  6.8  6.7  

7月 5.9  11.0  9.5  12.0  12.0  8.6  7.7  7.1  7.0  

8月 5.6  9.9  7.6  8.1  10.0  6.8  7.2  6.2  6.2  

9月 3.9  9.7  8.1  9.6  9.7  7.2  7.1  6.9  6.0  

10月 5.2  9.8  9.7  11.0  10.0  8.2  7.5  7.1  6.3  

11月 5.9  11.0  10.0  11.5  10.0  9.4  8.0  7.5  6.8  

12月 5.3  11.0  10.5  11.0  10.4  9.8  7.9  7.0  7.0  

1月 4.8  10.1  11.0  11.5  10.2  9.9  7.9  7.3  6.6  

2月 5.3  9.4  11.5  12.0  11.5  10.5  7.3  7.4  6.9  

3月 5.7  11.0  11.5  11.5  12.5  9.1  6.9  7.2  6.7  

年平均

4月 18.5  25.8  18.7  26.9  36.5  24.5  4.1  9.8  8.7  

5月 17.3  24.8  19.4  26.3  30.9  22.1  4.4  9.3  9.1  

6月 18.0  25.4  19.9  26.3  31.4  20.0  4.9  9.9  7.8  

7月 17.9  22.5  18.4  29.4  19.1  19.9  4.4  8.3  8.1  

8月 16.5  16.7  11.0  15.2  16.0  12.4  3.9  6.7  9.1  

9月 8.2  16.6  12.9  22.5  19.8  15.4  4.3  8.0  8.1  

10月 13.3  22.5  17.3  32.1  23.8  19.3  4.7  9.7  9.1  

11月 14.8  22.3  18.4  34.0  22.1  22.1  4.2  9.8  9.3  

12月 14.7  21.9  18.8  32.4  21.9  23.9  4.6  10.0  8.7  

1月 14.2  24.2  20.3  34.0  22.5  26.2  4.7  10.1  8.6  

2月 14.5  23.7  20.3  35.2  24.4  24.8  4.6  9.3  8.1  

3月 14.8  23.8  22.8  34.5  25.1  26.5  4.2  9.5  8.5  

年平均

4月 0.29 0.21 0.19 0.13 0.19 0.28 0.09 1.55 0.44

5月 0.09 0.20 0.18 0.23 0.22 0.21 0.10 1.10 0.32

6月 0.13 0.27 0.16 0.24 0.30 0.33 0.09 1.00 0.08

7月 0.30 0.23 0.28 0.35 0.18 0.21 0.08 0.95 0.21

8月 0.16 0.23 0.24 0.21 0.19 0.18 0.08 0.85 0.93

9月 0.29 0.33 0.32 0.24 0.20 0.22 0.08 0.70 0.23

10月 0.28 0.22 0.19 0.22 0.16 0.43 0.10 0.70 0.42

11月 0.21 0.19 0.25 0.26 0.13 1.39 0.15 0.95 0.20

12月 0.15 0.22 0.28 0.31 0.17 0.67 0.20 1.30 0.11

1月 0.23 0.20 0.33 0.37 0.27 0.81 0.10 1.00 0.32

2月 0.24 0.22 0.30 0.39 0.30 0.97 0.12 0.85 0.48

3月 0.19 0.26 0.37 0.24 0.43 0.35 0.23 0.80 0.24

年平均

9.7  

7.7  

9.8  

9.6  

8.5  

8.4  

9.0  

8.4  

22.2  

15.9  

21.8  

25.8  

4.5  

4.2  

4.5  

4.5  

26.5  

22.4  

32.8  

34.6  

32.9  

18.3  

22.6  

24.0  

7.3  

6.7  

7.2  

7.3  

7.2  

6.4  

6.7  

6.7  

7.5  

9.1  

9.8  

8.0  

7.3  

7.8  

7.4  

9.9  

11.2  

11.7  

11.7  

10.6  

10.1  

11.4  

0.98

0.88

0.28

0.46

0.24

0.350.33

0.27

0.20

0.83

0.71

0.09

0.08

0.15

0.15

21.1  

0.18

0.28

0.24

0.33

0.20

0.27

0.26

0.33

8.4  

10.1  

11.3  

19.3  

14.1  

18.2  22.2  

23.9  

0.23

0.26

0.21

0.23

14.2  

14.3  

14.5  

0.17

0.25

0.21

中部B 西部 新西部 御笠川 多々良川

5.6  10.1  10.5  12.3  10.7  

15.2  

5.4  

西戸崎 和白 東部 中部A

5.1  

5.5  

5.3  

17.9  

29.1  

11.3  10.1  

18.2  

0.26

10.3  

22.5  

0.23

25.3  

18.6  

4.4  

0.120.50

21.4  

9.3  10.9  

24.5  

0.23

0.24

0.19

6.8  

8.6  

0.33

7.1  

9.2  

0.98

1.22

0.83

T-P

0.270.21

0.22

0.15

T-N

COD

7.6  

10.2  

10.6  

10.2  
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表９(2) 環境基準との比較 

 
※表中の各予測結果は現況年度の計算値と実測値との乖離を補正。 

 （［補正した予測値］＝［現況実測値］×［各ケースの予測値と現況計算値との比率］） 
 

  

単位：mg/L

T-P表層年平均値

W-3 W-6 W-7 平均 C-1 C-4 C-10 平均 E-2 E-6 平均

現況値(実測値) 0.011 0.022 0.024 0.019 0.024 0.029 0.029 0.027 0.037 0.039 0.038

① 基本ケース 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.039 0.041 0.040

② 下水の高度処理の導入 0.011 0.020 0.022 0.018 0.021 0.026 0.025 0.024 0.033 0.034 0.034

③ 季節別管理運転なし 0.011 0.022 0.024 0.019 0.024 0.029 0.030 0.028 0.039 0.040 0.040

④ 西部TC(春・夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 0.011 0.023 0.025 0.020 0.025 0.031 0.030 0.029 0.039 0.041 0.040

➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 0.011 0.023 0.026 0.020 0.025 0.031 0.031 0.029 0.040 0.042 0.041

⑥ 集落排水の水質運転管理 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.039 0.041 0.040

⑦ 覆砂 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.038 0.040 0.039

西部海域 中部海域 東部海域
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２）ノリ養殖漁場への影響 

図 124 に示したノリ養殖漁場の栄養塩類調査地点におけるノリ漁期（10～２月：152 日間）の PO4-

P平均濃度と同期間にノリの生育に必要な濃度（0.012mg/L）を超える日数を比較した結果を表10に

示す。 

下水の高度処理を導入すると（ケース②）、PO4-P 濃度が減少し、ノリの生育に必要な濃度を超える日

数が 11～18日／152日減少する。また、季節別運転管理を行わないと（ケース③）ノリの生育に必要な

濃度を超える日数が６～12日／152日減少する。 

西部ＴＣの季節別運転管理（ケース④）を行っても、ノリ養殖漁場の PO4-P 濃度やノリの生育に必要な

濃度を超える日数に変化はみられない。 

市４ＴＣのリン放流濃度を 0.4mg/L にした場合（ケース⑤）、ノリ養殖漁場周辺の PO4-P 濃度が減少

し、ノリの生育に必要な濃度を超える日数も減少する。これはノリ養殖漁場近傍に位置する西部ＴＣのリン

流入負荷量が減少したためである（図 126参照）。 

 

表 10 ノリ漁期の PO4-P平均濃度及びノリの生育に必要な濃度を超える日数の比較 

 

 

 

  

単位：mg/L
ノリ漁期(10～2月)平均

西 東 西 東

① 基本ケース 0.009 0.010 0.009 0.010

② 下水の高度処理の導入 0.006 0.007 0.007 0.007

③ 季節別管理運転なし 0.007 0.008 0.008 0.009
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 0.009 0.010 0.009 0.010
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 0.007 0.008 0.008 0.009
⑥ 集落排水の季節別運転管理 0.009 0.010 0.009 0.010

妙見 室見

単位：日
0.012mg/L(0.4μM)を超える日数

西 東 西 東

① 基本ケース 55 60 58 62

② 下水の高度処理の導入 40 46 40 51

③ 季節別管理運転なし 46 48 51 56
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 55 60 58 62
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 47 50 51 57
⑥ 集落排水の季節別運転管理 55 60 58 62

妙見 室見
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表９(2) 環境基準との比較 

 
※表中の各予測結果は現況年度の計算値と実測値との乖離を補正。 

 （［補正した予測値］＝［現況実測値］×［各ケースの予測値と現況計算値との比率］） 
 

  

単位：mg/L

T-P表層年平均値

W-3 W-6 W-7 平均 C-1 C-4 C-10 平均 E-2 E-6 平均

現況値(実測値) 0.011 0.022 0.024 0.019 0.024 0.029 0.029 0.027 0.037 0.039 0.038

① 基本ケース 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.039 0.041 0.040

② 下水の高度処理の導入 0.011 0.020 0.022 0.018 0.021 0.026 0.025 0.024 0.033 0.034 0.034

③ 季節別管理運転なし 0.011 0.022 0.024 0.019 0.024 0.029 0.030 0.028 0.039 0.040 0.040

④ 西部TC(春・夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 0.011 0.023 0.025 0.020 0.025 0.031 0.030 0.029 0.039 0.041 0.040

➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 0.011 0.023 0.026 0.020 0.025 0.031 0.031 0.029 0.040 0.042 0.041

⑥ 集落排水の水質運転管理 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.039 0.041 0.040

⑦ 覆砂 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.038 0.040 0.039

西部海域 中部海域 東部海域
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３）貧酸素への影響 

底層 DOの年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度を表 11 に示す。 

下水の高度処理（ケース②）と覆砂（ケース⑦）を除いて、底層 DO の分布の変化は小さく、季節別運

転管理の実施（ケース④）や市４ＴＣのリン放流濃度を 0.4mg/L（ケース⑤）にしても、貧酸素発生状況

の変化は小さいと考えられる。 

下水の高度処理を実施した場合（ケース②）、COD の減少がみられたとおり（表 9）、底泥の酸素消費

に起因する有機物発生量が減少するため、中部・東部海域において底層 DO は 0.1～0.2mg/L 上昇す

る。 

覆砂を実施した場合（ケース⑦）、覆砂を実施した３か所のうち、西戸崎東側での改善範囲は広く、

0.1mg/L程度上昇する。 

 

表 11(1) 年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度 

ケース名 年間最低濃度 基本ケースとの差濃度 

ケース① 

基本ケース 

 

 

ケース② 

下水の高度処理 

の導入 

  
ケース③ 

西部ＴＣの季節別

運転管理なし 
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表 11(2) 年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度 

ケース名 年間最低濃度 基本ケースとの差濃度 

ケース④ 

西部ＴＣの季節別

運転管理 

(春･夏：0.3mg/L 

 秋･冬：0.8mg/L) 

  
ケース⑤ 

市４ＴＣのリン 

放流濃度： 

通年 0.4mg/L 

  
ケース⑥ 

集落排水施設の 

水質運転管理 

  
ケース⑦ 

覆砂 
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３）貧酸素への影響 

底層 DOの年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度を表 11 に示す。 

下水の高度処理（ケース②）と覆砂（ケース⑦）を除いて、底層 DO の分布の変化は小さく、季節別運

転管理の実施（ケース④）や市４ＴＣのリン放流濃度を 0.4mg/L（ケース⑤）にしても、貧酸素発生状況

の変化は小さいと考えられる。 

下水の高度処理を実施した場合（ケース②）、COD の減少がみられたとおり（表 9）、底泥の酸素消費

に起因する有機物発生量が減少するため、中部・東部海域において底層 DO は 0.1～0.2mg/L 上昇す

る。 

覆砂を実施した場合（ケース⑦）、覆砂を実施した３か所のうち、西戸崎東側での改善範囲は広く、

0.1mg/L程度上昇する。 

 

表 11(1) 年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度 

ケース名 年間最低濃度 基本ケースとの差濃度 

ケース① 

基本ケース 

 

 

ケース② 

下水の高度処理 

の導入 

  
ケース③ 

西部ＴＣの季節別

運転管理なし 
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４）海水浴場への影響 

図 124 に示した箇所の海水浴場を対象に、海水浴シーズン（７～８月：62 日間）における COD 平均

濃度と海水浴に利用可能／不可（COD８mg/L超の有無）の日数を集計した結果を表12に示す。また、

同シーズンにおける COD濃度別出現日数割合と COD平均濃度を図 127 に示す。 

なお、表 12、図 127の COD濃度の区分は、水浴場水質判定基準に基づいた。 

 ＜水浴場水質判定基準に基づく COD濃度＞ 

    利用可能：適(AA･A)２mg/L 以下、可(B)５mg/L以下、可(C)８mg/L以下 

    利用不適：８mg/L 超 

 

いずれのケース（ケース②～⑦）も基本ケース①と比べて COD 平均濃度に多少の増減はあるもものの、

海水浴シーズンを通して海水浴に利用可能なCOD濃度（８mg/L 以下）となっている。 

表 12 海水浴シーズンにおける COD平均濃度と海水浴に利用可能／不適 

（COD8mg/L超の有無）の日数 

 
 

 
 

 
 

 

  

単位：mg/L
海水浴シーズン(7～8月)COD平均濃度 休暇村 勝馬 志賀島 大原 能古

① 基本ケース 1.8 1.8 1.4 1.9 2.7

② 下水の高度処理の導入 1.7 1.7 1.4 1.9 2.6

③ 季節別管理運転なし 1.8 1.8 1.4 2.0 2.8
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 1.8 1.8 1.4 2.0 2.8
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 1.8 1.8 1.4 2.0 2.9
⑥ 集落排水の季節別運転管理 1.8 1.8 1.4 1.9 2.7
⑦ 覆砂 1.8 1.7 1.4 1.9 2.7

単位：日
CODが2mg/L以下(適:AA･A)となる日数 休暇村 勝馬 志賀島 大原 能古

① 基本ケース 48 50 62 46 13

② 下水の高度処理の導入 51 52 62 48 21

③ 季節別管理運転なし 47 50 62 43 13
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 47 50 62 43 13
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 47 48 62 39 10
⑥ 集落排水の季節別運転管理 47 50 62 46 13
⑦ 覆砂 50 51 62 47 16

単位：日
利用不可のCOD濃度(8mg/L超)となる日数 休暇村 勝馬 志賀島 大原 能古

① 基本ケース 0 0 0 0 0

② 下水の高度処理の導入 0 0 0 0 0

③ 季節別管理運転なし 0 0 0 0 0
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 0 0 0 0 0
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 0 0 0 0 0
⑥ 集落排水の季節別運転管理 0 0 0 0 0
⑦ 覆砂 0 0 0 0 0資

料
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  注：COD の濃度区分は水浴場の水質判定基準（適(AA･A)：2mg/L 以下、可(B)：5mg/L 以下、 

    可(C)：8mg/L 以下、不適：8mg/L 超）に基づく。 

 

図 127 海水浴シーズンにおける COD 濃度別の出現日数割合と COD平均濃度  
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４）海水浴場への影響 

図 124 に示した箇所の海水浴場を対象に、海水浴シーズン（７～８月：62 日間）における COD 平均

濃度と海水浴に利用可能／不可（COD８mg/L超の有無）の日数を集計した結果を表12に示す。また、

同シーズンにおける COD濃度別出現日数割合と COD平均濃度を図 127 に示す。 

なお、表 12、図 127の COD濃度の区分は、水浴場水質判定基準に基づいた。 

 ＜水浴場水質判定基準に基づく COD濃度＞ 

    利用可能：適(AA･A)２mg/L 以下、可(B)５mg/L以下、可(C)８mg/L以下 

    利用不適：８mg/L 超 

 

いずれのケース（ケース②～⑦）も基本ケース①と比べて COD 平均濃度に多少の増減はあるもものの、

海水浴シーズンを通して海水浴に利用可能なCOD濃度（８mg/L 以下）となっている。 

表 12 海水浴シーズンにおける COD平均濃度と海水浴に利用可能／不適 

（COD8mg/L超の有無）の日数 

 
 

 
 

 
 

 

  

単位：mg/L
海水浴シーズン(7～8月)COD平均濃度 休暇村 勝馬 志賀島 大原 能古

① 基本ケース 1.8 1.8 1.4 1.9 2.7

② 下水の高度処理の導入 1.7 1.7 1.4 1.9 2.6

③ 季節別管理運転なし 1.8 1.8 1.4 2.0 2.8
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 1.8 1.8 1.4 2.0 2.8
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 1.8 1.8 1.4 2.0 2.9
⑥ 集落排水の季節別運転管理 1.8 1.8 1.4 1.9 2.7
⑦ 覆砂 1.8 1.7 1.4 1.9 2.7

単位：日
CODが2mg/L以下(適:AA･A)となる日数 休暇村 勝馬 志賀島 大原 能古

① 基本ケース 48 50 62 46 13

② 下水の高度処理の導入 51 52 62 48 21

③ 季節別管理運転なし 47 50 62 43 13
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 47 50 62 43 13
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 47 48 62 39 10
⑥ 集落排水の季節別運転管理 47 50 62 46 13
⑦ 覆砂 50 51 62 47 16

単位：日
利用不可のCOD濃度(8mg/L超)となる日数 休暇村 勝馬 志賀島 大原 能古

① 基本ケース 0 0 0 0 0

② 下水の高度処理の導入 0 0 0 0 0

③ 季節別管理運転なし 0 0 0 0 0
④ 西部TC(春･夏:0.3mg/L､秋･冬:0.8mg/L) 0 0 0 0 0
➄ 市４TCのリン放流濃度：通年0.4mg/L 0 0 0 0 0
⑥ 集落排水の季節別運転管理 0 0 0 0 0
⑦ 覆砂 0 0 0 0 0 資

料
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（４）気候変動による影響の予測結果 

１）環境基準との比較 

図 124に示した環境基準点における環境基準との比較を表 13に示す。 

COD：気温 4.1℃、潮位 0.71m上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）、COD75%値ははわずかに減少

する一方、全層年平均値はわずかに上昇する。これは春季や夏季には COD は減少する一方、秋

季・冬季には上昇し、特に冬季の上昇が大きかったことで、年平均値はわずかに上昇する。75%

値は夏季に該当しやすく、この夏季における CODの減少によって減少した。春季と夏季には水温

の上昇に伴って植物プランクトンの増殖や枯死・分解、無機化する速度がいずれも速くなるが、増

殖には PO4-P が律速となるため、増殖する速さ以上に枯死・分解や無機化しやすくなること、沿

岸部でPO4-Pが植物プランクトンに消費され、湾内へ拡散しにくくなったことが影響したと考えら

れる。冬季の植物プランクトンの増殖速度は春季や夏季よりも遅く、水温の上昇に伴って植物プラ

ンクトンの増殖が速くなっても、栄養塩類は湾内に拡散されるため、夏季とは逆に COD は上昇し

たと考えられる。 

気温 1.3℃、潮位 0.39m 上昇した場合（ケース⑨、RCP2.6）の変化は小さく、75%値に大きな

違いはみられない。 

T-N：気温 4.1℃、潮位 0.71m 上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）、T-N はわずかに減少する。これ

は水温の上昇とともに、硝化・脱窒素速度が速まったこと、植物プランクトンの増殖が速くなり、沿

岸部で増殖・枯死・沈降しやすくなったことが影響したと考えられる。 

気温 1.3℃、潮位 0.39m上昇した場合（ケース⑨、RCP2.6）の変化は小さく、表層年平均値に

大きな違いはみられない。 

いずれのケースも海域平均でみると、全ての海域で環境基準を満足する。 

T-P：気温 4.1℃、潮位 0.71m 上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）、T-P はわずかに減少する。水温

の上昇とともに、植物プランクトンの増殖が速くなり、沿岸部で増殖・枯死・沈降しやすくなったこと

が影響したと考えられる。 

気温 1.3℃、潮位 0.39m上昇した場合（ケース⑨、RCP2.6）の変化は小さく、表層年平均値に

大きな違いはみられない。 

いずれのケースも海域平均でみても、全ての海域で環境基準を満足する。 
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表 13 環境基準との比較 

 
注：表中の黄色は環境基準値を超過したことを示す。なお、環境基準の達成状況は 75%値で評価。 

 

 
注：表中の黄色は環境基準値を超過したことを示す。なお、環境基準の達成状況は海域で評価。 

 

 
※表中の各予測結果は現況年度の計算値と実測値との乖離を補正。 

  （［補正した予測値］＝［現況実測値］×［各ケースの予測値と現況計算値との比率］）  

単位：mg/L

COD全層75%値、年平均値

W-3 W-6 W-7 C-1 C-4 C-10 E-2 E-6

現況値(実測値) 1.3 2.2 2.4 2.5 2.7 2.7 3.0 3.2

① 基本ケース 1.3 2.3 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

⑧ 気温4.1℃、潮位0.71m上昇(RCP8.5) 1.2 2.2 2.4 2.5 2.7 2.5 2.9 3.1

⑨ 気温1.3℃、潮位0.39m上昇(RCP2.6) 1.3 2.3 2.5 2.6 2.8 2.8 3.0 3.2

現況値(実測値) 1.3 2.0 2.1 2.3 2.4 2.4 2.5 2.5
① 基本ケース 1.3 2.0 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.6
⑧ 気温4.1℃、潮位0.71m上昇(RCP8.5) 1.4 2.1 2.2 2.4 2.5 2.6 2.7 2.6
⑨ 気温1.3℃、潮位0.39m上昇(RCP2.6) 1.3 2.0 2.1 2.4 2.4 2.4 2.6 2.5

西部海域 中部海域 東部海域

7
5
%
値

年
平
均
値

単位：mg/L

T-N表層年平均値

W-3 W-6 W-7 平均 C-1 C-4 C-10 平均 E-2 E-6 平均

現況値(実測値) 0.15 0.29 0.32 0.25 0.36 0.42 0.42 0.40 0.53 0.59 0.56

① 基本ケース 0.16 0.31 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

⑧ 気温4.1℃、潮位0.71m上昇(RCP8.5) 0.15 0.30 0.34 0.26 0.38 0.44 0.43 0.42 0.55 0.61 0.58

⑨ 気温1.3℃、潮位0.39m上昇(RCP2.6) 0.16 0.30 0.35 0.27 0.39 0.45 0.45 0.43 0.56 0.64 0.60

西部海域 中部海域 東部海域

単位：mg/L

T-P表層年平均値

W-3 W-6 W-7 平均 C-1 C-4 C-10 平均 E-2 E-6 平均

現況値(実測値) 0.011 0.022 0.024 0.019 0.024 0.029 0.029 0.027 0.037 0.039 0.038

① 基本ケース 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.039 0.041 0.040

⑧ 気温4.1℃、潮位0.71m上昇(RCP8.5) 0.011 0.021 0.024 0.019 0.023 0.029 0.029 0.027 0.037 0.038 0.038

⑨ 気温1.3℃、潮位0.39m上昇(RCP2.6) 0.011 0.022 0.025 0.019 0.025 0.030 0.030 0.028 0.039 0.040 0.040

西部海域 中部海域 東部海域
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（４）気候変動による影響の予測結果 

１）環境基準との比較 

図 124に示した環境基準点における環境基準との比較を表 13に示す。 

COD：気温 4.1℃、潮位 0.71m上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）、COD75%値ははわずかに減少

する一方、全層年平均値はわずかに上昇する。これは春季や夏季には COD は減少する一方、秋

季・冬季には上昇し、特に冬季の上昇が大きかったことで、年平均値はわずかに上昇する。75%

値は夏季に該当しやすく、この夏季における CODの減少によって減少した。春季と夏季には水温

の上昇に伴って植物プランクトンの増殖や枯死・分解、無機化する速度がいずれも速くなるが、増

殖には PO4-P が律速となるため、増殖する速さ以上に枯死・分解や無機化しやすくなること、沿

岸部でPO4-Pが植物プランクトンに消費され、湾内へ拡散しにくくなったことが影響したと考えら

れる。冬季の植物プランクトンの増殖速度は春季や夏季よりも遅く、水温の上昇に伴って植物プラ

ンクトンの増殖が速くなっても、栄養塩類は湾内に拡散されるため、夏季とは逆に COD は上昇し

たと考えられる。 

気温 1.3℃、潮位 0.39m 上昇した場合（ケース⑨、RCP2.6）の変化は小さく、75%値に大きな

違いはみられない。 

T-N：気温 4.1℃、潮位 0.71m 上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）、T-N はわずかに減少する。これ

は水温の上昇とともに、硝化・脱窒素速度が速まったこと、植物プランクトンの増殖が速くなり、沿

岸部で増殖・枯死・沈降しやすくなったことが影響したと考えられる。 

気温 1.3℃、潮位 0.39m上昇した場合（ケース⑨、RCP2.6）の変化は小さく、表層年平均値に

大きな違いはみられない。 

いずれのケースも海域平均でみると、全ての海域で環境基準を満足する。 

T-P：気温 4.1℃、潮位 0.71m 上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）、T-P はわずかに減少する。水温

の上昇とともに、植物プランクトンの増殖が速くなり、沿岸部で増殖・枯死・沈降しやすくなったこと

が影響したと考えられる。 

気温 1.3℃、潮位 0.39m上昇した場合（ケース⑨、RCP2.6）の変化は小さく、表層年平均値に

大きな違いはみられない。 

いずれのケースも海域平均でみても、全ての海域で環境基準を満足する。 
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２）貧酸素への影響 

底層 DOの年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度を表 14 に示す。 

水温の上昇に伴って、底泥の酸素消費速度が速くなり、底層 DO はいずれも基本ケースと比べて減少

する。特に気温4.1℃、潮位0.71m上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）には、博多湾全域で底層DOが

0.4mg/L以上低下する。 

 

表 14 年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度 

ケース名 年間最低濃度 基本ケースとの差濃度 

ケース① 

基本ケース 

 

 

ケース⑧ 

気温：4.1℃上昇 

潮位：0.71m 上昇 

(RCP8.5) 

  

ケース⑨ 

気温：1.3℃上昇 

潮位：0.39m 上昇 

(RCP2.6) 
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第第３３章章  用用語語のの説説明明  
五十音順 

あ行 

赤潮 ・・・6, 20, 26, 27, 28, 29, 42, 43, 89, 

102, 資料編 

主に植物プランクトンの急速な増殖に伴い水色（すいし

ょく）が変化する現象。多くの場合、赤色や褐色にみえるが、

プランクトンの種類によっては、白色や緑色にみえることも

ある。魚介類に大きな被害を与えることもある。 

栄養塩類 ・・・1, 20, 21, 27, 43, 53, 58, 68, 70, 

73, 74, 77, 89, 90, 91, 102,  

資料編 

窒素やリンなど、海藻類の成長や、魚類や二枚貝の生

産を支えるプランクトンの増殖に必要となる物質。 

エコツーリズム ・・・3 

自然環境や歴史・文化を体験し、学ぶとともに、地域の

自然環境や歴史・文化の保全に責任を持つ観光のあり方。 

エシカル消費 ・・・3 

エシカル（ethical）とは直訳すると「倫理的な」「道徳

上の」といった意味で、エシカル消費とは地域の活性化や

雇用などを含む、人・社会・環境に配慮した消費行動。一

人ひとりが社会的な課題に気づき、日々の買い物を通して、

その課題の解決のために、自分は何ができるのかを考え

てみることが、エシカル消費の第一歩と言われている。（資

源保護等に関する認証がある商品を選択するなど） 

塩分 ・・・資料編 

海水に含まれる淡水の影響を表す指標。一般的に psu

という単位で表示される。一般に、海水に含まれる塩分は

約 35psu といわれている。 

か行 

化学的酸素要求量（COD）・・・16, 17, 18, 22, 23, 

24, 25, 29, 40, 42, 

43, 53, 69, 77, 

資料編 

海水や河川、底泥の有機汚濁の原因となる有機物など

による汚れの度合いを示し、数値が高いほど、水中や底泥

中の有機物量が多いことを表す。本計画における「COD」

は水中の COD である、酸化剤の過マンガン酸カリウムを

使って水中の有機物を酸化させ、消費された酸素量を測

定する CODMn を指しており、一般的に mg/L という単位

で表示される。なお、水中と底泥中の COD が区別できる

ように、底泥中の COD は「CODsed」と記載しており、一

般的にmg/g や mg/kg という単位で表示される。 

カジメ場 ・・・9 

褐藻類のカジメ属の海藻類から構成される藻場。岩礁

に着生して繁茂し、アワビやサザエ、ウニ等の餌植物にも

なる。 

合併処理浄化槽 ・・・41, 66 

浄化槽のうち、し尿と生活雑排水（台所排水、風呂水、

洗濯排水など）の両方を浄化するもの。単独処理浄化槽

に比べて、河川等公共用水域の汚濁を軽減する効果があ

る。 

カーボンニュートラル ・・・59 

省エネの取組みや、太陽光発電などの再生可能エネル

ギー等の活用により、二酸化炭素をはじめとする温室効果

ガスの排出量をできるだけ減らし、その「排出量」から、植

林、森林管理などによる「吸収量」を差し引いて、合計を実

質的にゼロにすること。 

ガラモ場 ・・・9, 36 

褐藻類のホンダワラ属から構成される藻場。多数の卵

形の気泡をまとうことで、海中で立ち上がる。岩場に着生

して繁茂し、メバルなどの魚類のたまり場、産卵の基質、幼

稚魚の成育場となる。ちぎれた藻は流れ藻となって海流に

乗り、稚魚の洋上の格好の隠れ家となる。 

環境基準 ・・・1, 18, 22, 23, 24, 25, 40, 42, 

43, 53, 68, 69, 74, 77, 90, 

資料編 

大気汚染、水質汚濁、土壌汚染及び騒音について、人

の健康の保護及び生活環境の保全の上で維持されること

が望ましい基準として国が定めた行政上の政策目標。 

環境市民ファンド ・・・92 

未来の世代に美しい地球環境を残すために、福岡市が

創設した基金であり、市民や市民団体が主体的に行う３Ｒ、

温室効果ガスの削減、自然環境の保護などの環境保全活

動を支援している。 

環境 DNA ・・・36, 90 

水中、土壌中、空気中など、あらゆる環境中に存在する

「生物由来のDNA」のこと。 

基本水準面（DL）・・・資料編 

これよりは低くならないと想定されるおよその潮位をい

い、海図の水深 0m に相当する。最低水面、略最低低潮面

ともいう。 

強熱減量 ・・・資料編 

試料を乾燥後、600±25℃で2時間（海域底質の場合）

強熱したときに揮散する物質をいい、主に有機物量を表す。

一般的に%という単位で表示され、数値が大きいほど、有

機物を多く含む。 

 

資料-110 

 

２）貧酸素への影響 

底層 DOの年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度を表 14 に示す。 

水温の上昇に伴って、底泥の酸素消費速度が速くなり、底層 DO はいずれも基本ケースと比べて減少

する。特に気温4.1℃、潮位0.71m上昇した場合（ケース⑧、RCP8.5）には、博多湾全域で底層DOが

0.4mg/L以上低下する。 

 

表 14 年間最低濃度の分布と基本ケースとの差濃度 

ケース名 年間最低濃度 基本ケースとの差濃度 

ケース① 

基本ケース 

 

 

ケース⑧ 

気温：4.1℃上昇 

潮位：0.71m 上昇 

(RCP8.5) 

  

ケース⑨ 

気温：1.3℃上昇 

潮位：0.39m 上昇 

(RCP2.6) 
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魚介類 ・・・36, 70, 78, 86, 資料編 

魚類や貝類など、水産動物の総称。 

漁業集落環境整備事業 ・・・14 

漁業集落等における生活環境の改善や防災安全の確

保等を総合的に図るため、し尿や生活雑排水等の汚水ま

たは雨水を処理する排水施設や、防災安全施設等を整備

する事業。 

クロロフィル a（Chla）・・・27, 資料編 

植物プランクトン等に含まれる葉緑素系色素の一つで

あり、ほとんどの植物プランクトンに含まれている。そのため、

海水中のクロロフィル a を測定することにより、植物プラン

クトンの相対的な量を推定できる。一般的に µg/L という

単位で表示される。 

決定係数 ・・・資料編 

独立変数が従属変数のどれくらいを説明できるかを表

す。この値が高いほど、得られた回帰式の予測能力が高い

ことを意味する。 

公共下水道 ・・・14, 64, 66 

下水道法第 2 条第 3 項では、次のように定義されてい

る。主として市街地における下水を排除し、又は処理するた

めに地方公共団体が管理する下水道で、終末処理場を有

するもの、又は流域下水道に接続するものであり、かつ、汚

水を排除すべき排水施設の相当部分が暗渠である構造

のもの。 

公共用水域 ・・・22, 64, 65, 資料編 

水質汚濁防止法では、公共用水域とは、河川、湖沼、港

湾、沿岸海域その他公共の用に供される水域およびこれ

に接続する公共管渠、かんがい用水路その他公共の用に

供される水路をいう。ただし、下水道法で定めている公共

下水道および流域下水道であって、終末処理場を有して

いるもの、またこの流域下水道に接続している公共下水道

は除く。 

高度処理 ・・・16, 18, 23, 27, 28, 41, 42, 43, 

            53, 64, 68, 74, 77, 90, 資料編 

通常の有機物除去を主とした二次処理で得られる処理

水質以上の水質を得る目的で行う処理のこと。 

合流式下水道 ・・・23, 41, 42, 64, 77 

下水道には、「汚水」と「雨水」を一本の管で流す合流

式と別々の管で流す分流式がある。 

さ行 

サーキュラーエコノミー ・・・59 

これまで廃棄されてきたような製品や原材料などを資源

として捉えて活用し、資源・エネルギーの消費や廃棄物の

発生を抑制するとともに、サービスや製品に新たな付加価

値を生み出すことで、環境保全と経済成長の両立を目指

す社会経済システム。 

30by30（サーティ・バイ・サーティ）・・・3 

2030（令和12）年までに、 陸と海の30％以上を健全

な生態系として効果的に保全しようとする目標。2022（令

和４）年 12 月の「昆明・モントリオール生物多様性枠組」

に盛り込まれた 2030年グローバルターゲットの一つ。 

最高水面・・・6 

これよりは高くならないと想定されるおよその潮位をい

い、海図では海と陸の境目に相当する。略最高高潮面とも

いう。 

最低水面 ・・・6 

これよりは低くならないと想定されるおよその潮位をい

い、海図の水深 0m に相当する。略最低低潮面、基本水準

面ともいう。 

栽培ごよみ ・・・66 

1年間を通じての農作物への施肥時期などを記載した暦。 

自然資本 ・・・3, 60 

森林、土壌、水、大気、生物資源など、自然界で発生する

資源のストック（資本）のこと。自然環境を市民の生活や企

業の経営基盤を支える重要な資本の一つとして捉える考

え方が注目されている。 

仔稚魚 ・・・1, 9, 32, 74, 89 

仔魚と稚魚をあわせたものの総称。稚魚とは、成長段階

過程における仔魚の次のステージのこと。第二次計画では

稚仔魚と記載。 

循環共生型社会 ・・・1, 60 

環境収容力を守り、環境の質を上げることによって成

長・発展できる社会。「循環」は環境収容力を守る「循環を

基調とした経済社会システム」を指し、「共生」は人・生き

もの・環境が密接に結びつき、お互いに影響を与え、人が

生態系・環境の健全な一員となっている状態を指す。 

水源かん養林 ・・・41, 67, 84 

水源の周辺に位置し、雨水を貯える機能や洪水を緩和

する機能、水質を浄化する機能を有する森林。 

浚渫 ・・・4, 50, 69, 76, 90 

海や川、貯水池等の水底の土砂を掘り取ること。 

親水空間 ・・・1, 3, 37, 40, 41, 48, 49, 52, 

53, 61, 80, 81, 資料編 

水に親しめる空間。砂浜海岸や干潟などの自然的な場

所もあるが、水際により近づけるための階段護岸、人工砂

浜などの整備によって創り出された場所もある。 

生活史 ・・・10, 50, 58, 74, 88 

生物が生まれてから死に至るまでの全生活過程。 
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生態系 ・・・3, 7, 28, 44, 57, 66, 68, 72, 86,  

89, 90, 91, 98 

生物群集とそれを取り巻く物理的・化学的環境がつくり

だす機能的なまとまりを指す。 

生態系サービス ・・・58, 78 

私たちが生物多様性から受ける恵み（自然の恵み）の

こと。栄養塩類の循環や土壌形成、光合成などの「基盤サ

ービス」、気候の安定や水質の浄化などの「調整サービ

ス」、食料、水、木材、繊維、燃料などの「供給サービス」、レ

クリエーションや精神的な恩恵を与える「文化的サービス」

がある。 

生物化学的酸素要求量（BOD）・・・18, 資料編 

水中の有機物が微生物によって分解される際に消費さ

れる酸素量のことで、 河川の水質汚濁を測る代表的な指

標。数値が大きいほど水中に有機物が多く、水質汚濁が

進んでいることを示す。 

生物生産性・・・43, 53, 56, 58, 72, 89 

生物の成長や繁殖等の生産過程における生産量や生

産力等を概括した語句。 

生物多様性 ・・・1, 2, 3, 28, 36, 43, 53, 56, 57, 

58, 59, 60, 72, 78, 83, 89, 92 

生きものたちの豊かな個性とつながりのことで、多くの

種類の生きものが互いにつながり、直接的・間接的に支え

合いながら生きていることを指す。 

全窒素（T-N）・・・16, 17, 21, 22, 23, 25, 27, 

               28, 43, 53, 68, 69, 74, 77, 

90, 資料編 

無機態および有機態の窒素化合物の総量。総窒素とも

いう。有機態窒素は、生物の構成要素のタンパク質に主と

して含まれるものであり、生物自身または生物の排泄物中

に含まれる。生物中の窒素は、その生物が底生生物であ

れば、直ちに水中から除去され、プランクトンでも沈降する

ため水中から除去される。しかし、生物自身がアンモニアと

して窒素を放出したり、生物の遺骸や排泄物の分解により

再び無機化して水中に戻ったりする。水の富栄養化の程

度を表す指標の一つであり、環境基準や排水基準が定め

られている。一般的に mg/L や µM（=µmol/L）という単位

で表示される。 

全天日射量 ・・・8, 20, 25, 資料編 

単位面積・単位時間あたりの太陽放射エネルギーの量。

一般的にMJ/m2/日という単位で表示される。 

J（ジュール）は、仕事量、エネルギー、熱量を示す単位。M

（メガ）は 100万倍の意。 

全リン（T-P）・・・16, 17, 21, 22, 23, 25, 27, 

 28, 43, 53, 68, 74, 77, 90, 

資料編 

有機態および無機態のリン化合物の総量。総リンともい

う。全窒素と同様に、有機化することにより生物体として水

と異なる挙動を示す。水の富栄養化の程度を表す指標の

一つであり、環境基準や排水基準が定められている。一般

的に mg/Lや µM（=µmol/L）という単位で表示される。 

た行 

脱窒 ・・・25, 資料編 

窒素化合物である硝酸態窒素を分子状窒素へと変化

させることをいう。脱窒により変化した分子状窒素は大気

中へ放出される。窒素の物質循環の一つの段階であり、主

に微生物によって行われる。 

窒素・・・16, 18, 21, 28, 42, 64, 66, 73, 77, 

 78, 資料編 

全ての生物にとって、水素、酸素、炭素、リン、硫黄ととも

に、必須元素の一つ。本計画では、環境基準としての窒素

は全窒素を指すが、生物、特に植物プランクトンや海藻・海

草類の生育に必要な栄養塩類としては、無機態窒素であ

るため、これらを総称して「窒素」と記載。一般的に mg/L

や µM（=µmol/L）という単位で表示される。 

TEU ・・・39 

Twenty feet Equivalent Unit（20 フィートコンテナ

換算）の略。20 フィートコンテナ１個を１TEU、40 

フィートコンテナ１個を２TEU として示したコンテナ取扱貨

物量のことを表す。 

T-N/T-P 比（モル比）・・・27, 28, 資料編 

水中のリンのモル濃度に対する窒素のモル濃度の比率。 

底生生物 ・・・31, 35, 40, 50, 51, 資料編 

水底に定着するか、海底に這って生活する水生生物の

総称。ベントスともいい、藻類などの植物と環形動物など

の底生動物を全て含む。本計画ではこれらのうち、底生動

物を底生生物として記載。 

東京湾平均水面（TP） ・・・6 

東京湾における平均水面で、陸図における標高の基準

となる高さ。 

な行 

ネイチャーポジティブ ・・・1, 3, 59 

自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止

め、回復に転じさせるという考え方。 

75%値 ・・・23, 43, 資料編 

年間全ての日間平均値のデータをその値が小さいもの

から順にならべ、<0.75×n>番目（n は日間平均値のデ

ータ数）のデータ値（<0.75×n>が整数でない場合は端

数を切り上げた整数番目の値をとる）を指す。海域のCOD

や河川の BODの環境基準の達成状況を評価する場合に、
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魚介類 ・・・36, 70, 78, 86, 資料編 

魚類や貝類など、水産動物の総称。 

漁業集落環境整備事業 ・・・14 

漁業集落等における生活環境の改善や防災安全の確

保等を総合的に図るため、し尿や生活雑排水等の汚水ま

たは雨水を処理する排水施設や、防災安全施設等を整備

する事業。 

クロロフィル a（Chla）・・・27, 資料編 

植物プランクトン等に含まれる葉緑素系色素の一つで

あり、ほとんどの植物プランクトンに含まれている。そのため、

海水中のクロロフィル a を測定することにより、植物プラン

クトンの相対的な量を推定できる。一般的に µg/L という

単位で表示される。 

決定係数 ・・・資料編 

独立変数が従属変数のどれくらいを説明できるかを表

す。この値が高いほど、得られた回帰式の予測能力が高い

ことを意味する。 

公共下水道 ・・・14, 64, 66 

下水道法第 2 条第 3 項では、次のように定義されてい

る。主として市街地における下水を排除し、又は処理するた

めに地方公共団体が管理する下水道で、終末処理場を有

するもの、又は流域下水道に接続するものであり、かつ、汚

水を排除すべき排水施設の相当部分が暗渠である構造

のもの。 

公共用水域 ・・・22, 64, 65, 資料編 

水質汚濁防止法では、公共用水域とは、河川、湖沼、港

湾、沿岸海域その他公共の用に供される水域およびこれ

に接続する公共管渠、かんがい用水路その他公共の用に

供される水路をいう。ただし、下水道法で定めている公共

下水道および流域下水道であって、終末処理場を有して

いるもの、またこの流域下水道に接続している公共下水道

は除く。 

高度処理 ・・・16, 18, 23, 27, 28, 41, 42, 43, 

            53, 64, 68, 74, 77, 90, 資料編 

通常の有機物除去を主とした二次処理で得られる処理

水質以上の水質を得る目的で行う処理のこと。 

合流式下水道 ・・・23, 41, 42, 64, 77 

下水道には、「汚水」と「雨水」を一本の管で流す合流

式と別々の管で流す分流式がある。 

さ行 

サーキュラーエコノミー ・・・59 

これまで廃棄されてきたような製品や原材料などを資源

として捉えて活用し、資源・エネルギーの消費や廃棄物の

発生を抑制するとともに、サービスや製品に新たな付加価

値を生み出すことで、環境保全と経済成長の両立を目指

す社会経済システム。 

30by30（サーティ・バイ・サーティ）・・・3 

2030（令和12）年までに、 陸と海の30％以上を健全

な生態系として効果的に保全しようとする目標。2022（令

和４）年 12 月の「昆明・モントリオール生物多様性枠組」

に盛り込まれた 2030年グローバルターゲットの一つ。 

最高水面・・・6 

これよりは高くならないと想定されるおよその潮位をい

い、海図では海と陸の境目に相当する。略最高高潮面とも

いう。 

最低水面 ・・・6 

これよりは低くならないと想定されるおよその潮位をい

い、海図の水深 0m に相当する。略最低低潮面、基本水準

面ともいう。 

栽培ごよみ ・・・66 

1年間を通じての農作物への施肥時期などを記載した暦。 

自然資本 ・・・3, 60 

森林、土壌、水、大気、生物資源など、自然界で発生する

資源のストック（資本）のこと。自然環境を市民の生活や企

業の経営基盤を支える重要な資本の一つとして捉える考

え方が注目されている。 

仔稚魚 ・・・1, 9, 32, 74, 89 

仔魚と稚魚をあわせたものの総称。稚魚とは、成長段階

過程における仔魚の次のステージのこと。第二次計画では

稚仔魚と記載。 

循環共生型社会 ・・・1, 60 

環境収容力を守り、環境の質を上げることによって成

長・発展できる社会。「循環」は環境収容力を守る「循環を

基調とした経済社会システム」を指し、「共生」は人・生き

もの・環境が密接に結びつき、お互いに影響を与え、人が

生態系・環境の健全な一員となっている状態を指す。 

水源かん養林 ・・・41, 67, 84 

水源の周辺に位置し、雨水を貯える機能や洪水を緩和

する機能、水質を浄化する機能を有する森林。 

浚渫 ・・・4, 50, 69, 76, 90 

海や川、貯水池等の水底の土砂を掘り取ること。 

親水空間 ・・・1, 3, 37, 40, 41, 48, 49, 52, 

53, 61, 80, 81, 資料編 

水に親しめる空間。砂浜海岸や干潟などの自然的な場

所もあるが、水際により近づけるための階段護岸、人工砂

浜などの整備によって創り出された場所もある。 

生活史 ・・・10, 50, 58, 74, 88 

生物が生まれてから死に至るまでの全生活過程。 
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この 75%値を用いる。 

農業集落排水事業 ・・・14 

農業用排水の水質保全、農業用排水施設の機能維持

または農村生活環境の改善を図り、公共用水域の水質保

全に寄与するため、農業集落におけるし尿や生活雑排水

等の汚水または雨水を処理する施設や、汚泥・処理水また

は雨水の循環利用を目的とした施設等を整備する事業。 

は行 

排除基準 ・・・65 

排除基準は、下水道法、下水道に関する条例および上

乗せ条例に規定されている工場または事業場からの排水

の規制を行うための基準であり、カドミウムなどの有害物

質や BODなどの項目ごとに定められている。 

排水基準 ・・・65, 資料編 

排水基準は、水質汚濁防止法、生活環境の保全等に関

する条例および上乗せ条例に規定されている工場または

事業場からの排水の規制を行うための基準であり、カドミ

ウムなどの有害物質や BODなどの項目ごとに定められて

いる。 

貧酸素状態 ・・・20, 30, 35, 40, 50, 51 

水中の溶存酸素量（DO）が低下した状態。貧酸素状態

の溶存酸素量には、環境省が水質の汚濁に係る環境基準

に設定している底層溶存酸素量や水産用水基準（公益社

団法人 日本水産資源保護協会）に記載されている漁場

の溶存酸素量の臨界濃度などがある。本計画では海底の

正常な底生生物の分布が危うくなる溶存酸素量

3.6mg/L以下を貧酸素状態としている。この3.6mg/Lは、

「シンポジウム「貧酸素水塊」のまとめ 柳哲雄、沿岸海洋

研究ノート（1989）」の 2.5mL/L より換算している。 

貧酸素水塊 ・・・1, 6, 20, 28, 30, 35, 50, 51 

69, 76, 89, 90, 102, 資料編 

水中の酸素濃度（DO）が著しく低下した水塊のこと。表

層と底層の海水の循環が滞り、海の底層に酸素が供給さ

れなくなり発生する。 

富栄養化 ・・・16, 18, 20, 28, 64, 78, 90 

閉鎖性の水域において、窒素・リンなどの栄養塩類を含

む物質が流入し、栄養塩類濃度が高まること。これらをとり

こみ成長する植物プランクトンなどの生物の活動が活性化

し、異常増殖などを引き起こしやすくなる。 

覆砂 ・・・69, 76, 90, 資料編 

海底や湖底など底質改善を目的とした技術であり、底

質が悪化した底面を砂などにより覆うこと。 

物質循環 ・・・40, 41, 42, 70, 72, 102, 

資料編 

生物の体を構成する物質が、環境中の無機態から取り

入れられ、食物連鎖などを通じて生態系内を循環し、再び

環境に戻されること。主要なものとして水の循環、炭素循

環、窒素循環、リン循環がある。 

浮遊物質量（SS） ・・・資料編 

水中に浮遊・懸濁している物質の量のことをいい、一定

量の水をろ紙でこし、乾燥してその重量を量り求める。一

般的に mg/L という単位で表示され、数値が大きいほど、

その水の濁りが多いことを表す。 

ブルーカーボン・ブルーカーボン生態系 ・・・44, 45, 89 

沿岸・海洋生態系が光合成により CO₂を取り込み、その
後海底や深海に蓄積される炭素のことを、ブルーカーボン

と呼ぶ。ブルーカーボンの主要な吸収源としては、藻場（海

草・海藻）や塩性湿地・干潟、マングローブ林があげられ、

これらは「ブルーカーボン生態系」と呼ばれている。 

平均水面（MSL）・・・4, 6, 資料編 

ある期間の海面の平均高さに位置する面をその期間の

平均水面という。平均水面は、現地の長期間観測資料か

ら毎時潮高を平均して得られる。 

閉鎖度 ・・・5, 資料編 

対象とする海域の面積や水深、および隣り合う海域との

境界線の長さ、境界での水深より求められる水の交換の

程度を示す指標。数値が大きいほど、閉鎖性が強く水の交

換が悪い海域。 

ま行 

マイクロプラスチック ・・・75, 89 

一般に５mm以下の微細なプラスチック類のことで、プラ

スチックごみが波や紫外線等の影響により小さくなること

により、あるいは洗顔料や歯磨き粉にスクラブ剤として使わ

れてきたプラスチックの粒子や合成繊維の衣料の洗濯等

によっても発生する。 

無機態窒素 ・・・21, 資料編 

窒素はリンと同様に、動植物の成長に欠かせない元素

であるが、水中の濃度が高くなってくると水域の富栄養化

の原因となる。窒素は無機態窒素または有機態窒素に分

けられ、無機態窒素はアンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素、

硝酸態窒素を示す。一般的に mg/Lや µM（=µmol/L）と

いう単位で表示される。 

無機態リン ・・・21, 102, 資料編 

リンは窒素と同様に、動植物の成長に欠かせない元素

であるが、水中の濃度が高くなってくると水域の富栄養化

の原因となる。全リンはリン化合物全体のことで、無機態リ

ンと有機態リンに分けられ、どちらも溶解性と粒子性に区

別される。一般的に mg/L や µM（=µmol/L）という単位

で表示される。 
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や行 

有機汚濁 ・・・16, 18, 20, 24, 40, 42, 43 

有機物によって汚濁がすすむこと。海域における有機汚

濁は、流入する有機物と窒素・リンに起因する植物プランク

トンの増殖に由来する有機物から形成される。 

溶解性COD（D-COD）・・・24, 資料編 

水中に溶解している COD のこと。一般的に mg/L とい

う単位で表示される。 

溶解性無機態窒素（DIN）・・・資料編 

水中に溶解している無機態窒素で、硝酸態窒素やアン

モニア態窒素などがこれに相当する。一般的に mg/L や

µM（=µmol/L）という単位で表示される。 

溶解性無機態リン（DIP）・・・資料編 

水中に溶解している無機態リンで、リン酸態リンなどが

これに相当する。一般的に mg/L や µM（=µmol/L）とい

う単位で表示される。 

溶存酸素、溶存酸素量（DO）・・・20, 30, 90, 

資料編 

水中に溶けている酸素もしくは酸素量を示す。溶解量は

水温、気圧、塩分、汚れの程度によって変化する。水温が急

激に上昇したり、藻類が著しく増殖するときには過飽和と

なることがある。溶存酸素量の表し方として、１L に何㎎の

酸素が溶け込んでいるか (mg/L) で表す方法と、何 mL

の酸素が溶け込んでいるか (mL/L) で表す 2 つの方

法がある。 

ら行 

流域 ・・・11, 12, 13, 14, 15, 16, 24, 41, 43, 64,  

資料編 

河川や海などに流れ込む降水などの集水域。博多湾流

域とは、博多湾に流れ込む集水域を指す。 

流域下水道 ・・・14 

2 つ以上の市町村からの下水を受け処理するための下

水道で、終末処理場と幹線管渠からなる。事業主体は原

則として都道府県。 

硫化物 ・・・29, 資料編 

海底上で硫酸還元状態での有機物分解で発生した、

硫黄イオンが底泥中の鉄などと結合したもの。一般的に

mg/gや mg/kg という単位で表示される。 

粒子性 COD（P-COD）・・・24, 資料編 

水中に溶けていない COD のこと。一般的に mg/L とい

う単位で表示される。 

流入負荷 ・・・16, 17, 65, 66, 68, 資料編 

流域から海域に流入する汚濁負荷。COD 流入負荷、窒

素流入負荷、リン流入負荷などがある。 

リン・・・1, 16, 18, 21, 23, 25, 26, 27, 28, 42, 

 43, 53, 64, 66, 68, 73, 74, 77, 78,  

90, 102, 資料編 

全ての生物にとって、水素、酸素、炭素、窒素、硫黄ととも

に、必須元素の一つ。本計画では、環境基準としてのリン

は全リンを指すが、生物、特に植物プランクトンや海藻・海

草類の生育に必要な栄養塩類としては、無機態リンである

ため、これらを総称して「リン」と記載している。一般的に

mg/Lや µM（=µmol/L）という単位で表示される。 

レッドフィールド比 ・・・28 

一次生産者（植物プランクトン）がバランスよく栄養塩

類を利用できる N と Pの比率。 
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この 75%値を用いる。 

農業集落排水事業 ・・・14 

農業用排水の水質保全、農業用排水施設の機能維持

または農村生活環境の改善を図り、公共用水域の水質保

全に寄与するため、農業集落におけるし尿や生活雑排水

等の汚水または雨水を処理する施設や、汚泥・処理水また

は雨水の循環利用を目的とした施設等を整備する事業。 

は行 

排除基準 ・・・65 

排除基準は、下水道法、下水道に関する条例および上

乗せ条例に規定されている工場または事業場からの排水

の規制を行うための基準であり、カドミウムなどの有害物

質や BODなどの項目ごとに定められている。 

排水基準 ・・・65, 資料編 

排水基準は、水質汚濁防止法、生活環境の保全等に関

する条例および上乗せ条例に規定されている工場または

事業場からの排水の規制を行うための基準であり、カドミ

ウムなどの有害物質や BODなどの項目ごとに定められて

いる。 

貧酸素状態 ・・・20, 30, 35, 40, 50, 51 

水中の溶存酸素量（DO）が低下した状態。貧酸素状態

の溶存酸素量には、環境省が水質の汚濁に係る環境基準

に設定している底層溶存酸素量や水産用水基準（公益社

団法人 日本水産資源保護協会）に記載されている漁場

の溶存酸素量の臨界濃度などがある。本計画では海底の

正常な底生生物の分布が危うくなる溶存酸素量

3.6mg/L以下を貧酸素状態としている。この3.6mg/Lは、

「シンポジウム「貧酸素水塊」のまとめ 柳哲雄、沿岸海洋

研究ノート（1989）」の 2.5mL/L より換算している。 

貧酸素水塊 ・・・1, 6, 20, 28, 30, 35, 50, 51 

69, 76, 89, 90, 102, 資料編 

水中の酸素濃度（DO）が著しく低下した水塊のこと。表

層と底層の海水の循環が滞り、海の底層に酸素が供給さ

れなくなり発生する。 

富栄養化 ・・・16, 18, 20, 28, 64, 78, 90 

閉鎖性の水域において、窒素・リンなどの栄養塩類を含

む物質が流入し、栄養塩類濃度が高まること。これらをとり

こみ成長する植物プランクトンなどの生物の活動が活性化

し、異常増殖などを引き起こしやすくなる。 

覆砂 ・・・69, 76, 90, 資料編 

海底や湖底など底質改善を目的とした技術であり、底

質が悪化した底面を砂などにより覆うこと。 

物質循環 ・・・40, 41, 42, 70, 72, 102, 

資料編 

生物の体を構成する物質が、環境中の無機態から取り

入れられ、食物連鎖などを通じて生態系内を循環し、再び

環境に戻されること。主要なものとして水の循環、炭素循

環、窒素循環、リン循環がある。 

浮遊物質量（SS） ・・・資料編 

水中に浮遊・懸濁している物質の量のことをいい、一定

量の水をろ紙でこし、乾燥してその重量を量り求める。一

般的に mg/L という単位で表示され、数値が大きいほど、

その水の濁りが多いことを表す。 

ブルーカーボン・ブルーカーボン生態系 ・・・44, 45, 89 

沿岸・海洋生態系が光合成により CO₂を取り込み、その
後海底や深海に蓄積される炭素のことを、ブルーカーボン

と呼ぶ。ブルーカーボンの主要な吸収源としては、藻場（海

草・海藻）や塩性湿地・干潟、マングローブ林があげられ、

これらは「ブルーカーボン生態系」と呼ばれている。 

平均水面（MSL）・・・4, 6, 資料編 

ある期間の海面の平均高さに位置する面をその期間の

平均水面という。平均水面は、現地の長期間観測資料か

ら毎時潮高を平均して得られる。 

閉鎖度 ・・・5, 資料編 

対象とする海域の面積や水深、および隣り合う海域との

境界線の長さ、境界での水深より求められる水の交換の

程度を示す指標。数値が大きいほど、閉鎖性が強く水の交

換が悪い海域。 

ま行 

マイクロプラスチック ・・・75, 89 

一般に５mm以下の微細なプラスチック類のことで、プラ

スチックごみが波や紫外線等の影響により小さくなること

により、あるいは洗顔料や歯磨き粉にスクラブ剤として使わ

れてきたプラスチックの粒子や合成繊維の衣料の洗濯等

によっても発生する。 

無機態窒素 ・・・21, 資料編 

窒素はリンと同様に、動植物の成長に欠かせない元素

であるが、水中の濃度が高くなってくると水域の富栄養化

の原因となる。窒素は無機態窒素または有機態窒素に分

けられ、無機態窒素はアンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素、

硝酸態窒素を示す。一般的に mg/Lや µM（=µmol/L）と

いう単位で表示される。 

無機態リン ・・・21, 102, 資料編 

リンは窒素と同様に、動植物の成長に欠かせない元素

であるが、水中の濃度が高くなってくると水域の富栄養化

の原因となる。全リンはリン化合物全体のことで、無機態リ

ンと有機態リンに分けられ、どちらも溶解性と粒子性に区

別される。一般的に mg/L や µM（=µmol/L）という単位

で表示される。 
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第第４４章章  令令和和４４年年度度市市政政にに関関すするる意意識識調調査査（（生生物物多多様様性性・・博博多多湾湾））  
（１）調査概要 

・調査地域  福岡市全域 

・調査対象  福岡市内に居住する満 18 歳以上の市民 

・調 査 数  4,500 サンプル 

・抽出方法  住民基本台帳による無作為抽出法 

・調査方法  郵送法 

・調査期間  令和４年６月 2１日から７月５日まで 

・回収（率）  2,122 サンプル（47.2％） 

・設 問 数  生物多様性関連  ７問 

博多湾関連      ５問（枝問含む） 

 

（２）「生物多様性・博多湾」に関する調査票及び単純集計結果 
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第第４４章章  令令和和４４年年度度市市政政にに関関すするる意意識識調調査査（（生生物物多多様様性性・・博博多多湾湾））  
（１）調査概要 

・調査地域  福岡市全域 

・調査対象  福岡市内に居住する満 18 歳以上の市民 

・調 査 数  4,500 サンプル 

・抽出方法  住民基本台帳による無作為抽出法 

・調査方法  郵送法 

・調査期間  令和４年６月 2１日から７月５日まで 

・回収（率）  2,122 サンプル（47.2％） 

・設 問 数  生物多様性関連  ７問 

博多湾関連      ５問（枝問含む） 

 

（２）「生物多様性・博多湾」に関する調査票及び単純集計結果 
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第第５５章章  博博多多湾湾フフォォトトココンンテテスストト  
（１）概要 

・目    的  多くの方に博多湾に関心を持っていただき、環境保全につなげていくため、 

「博多湾フォトコンテスト」を開催 

・募集期間  令和 4年 7月 18日から 9月 30日まで 

・募集内容  博多湾の魅力、博多湾への思い、博多湾との関わりなどについて、写真に 

メッセージを添えて応募 

・応募方法  博多湾フォトコンテスト公式アカウント（Instagram・X（旧 Twitter））、 

メール、郵送 

・応募総数  650 作品 

・結果発表  福岡市環境局ホームページ、博多湾フォトコンテスト公式アカウントにて、 

令和 4年 11月 30日に公表 

 

（２）入賞作品（グランプリ １作品） 

 

@fukuokahongkong さん 

福岡の夏 博多湾にぽっかり浮かぶ能古島  

海外に行くのは難しいけど、博多のハワイで夏の思い出づくり 
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（３）入賞作品（準グランプリ ４作品） 

 

@gata_ranger さん 

和白干潟で生き物観察中。何がいるのかな？ 

 

 
西久保 民久 さん 

東に和白、西に今津と、大都市福岡の海には多くの野鳥が飛来する素晴らしい干潟が 

あります。いつまでもこの素敵な海を守っていきたいですね。  
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八田 麻理子 さん 

ともだちだいすき、あそぶのだいすき、海風をうけて「あーしあわせ」 

 

 

@jindoiyagi  さん 

博多港に現れた巨大なキリンを見てきました。キリン柄は可愛いですよね。 

今夜もキリンさんがみんなのこと応援しています。明日もいい日になるといいですね。 

  

 

資料-126 

 

（３）入賞作品（準グランプリ ４作品） 

 

@gata_ranger さん 

和白干潟で生き物観察中。何がいるのかな？ 

 

 
西久保 民久 さん 

東に和白、西に今津と、大都市福岡の海には多くの野鳥が飛来する素晴らしい干潟が 

あります。いつまでもこの素敵な海を守っていきたいですね。  
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（４）入賞作品（環境部門賞 １作品） 

 
hiyomama2002 さん 

夜に煌めくイカ釣り舟 

 

（５）入賞作品（生きもの部門賞 １作品） 

 
ミサエワット さん 

博多湾は大好きな場所。 

カモメさんや、他の鳥さん達が安心して渡ってこられる海でありますように。 
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（６）入賞作品（景観部門賞 １作品） 

 

@niiiicoon さん 

博多湾とベイサイドプレイス、博多ポートタワー  

博多湾がキラキラして、とっても綺麗で癒されました 

 

 

 

 

資料-128 

 

（４）入賞作品（環境部門賞 １作品） 

 
hiyomama2002 さん 

夜に煌めくイカ釣り舟 

 

（５）入賞作品（生きもの部門賞 １作品） 

 
ミサエワット さん 

博多湾は大好きな場所。 

カモメさんや、他の鳥さん達が安心して渡ってこられる海でありますように。 
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